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研究ノート
A. マーシャルの『産業経済学」(][)
橋 本
?
1. Industryの訳語について
「産業」という日本語は，明治時代の造語というべきなのかどうか。日本人が書いたも
ののなかに今日でもその意味が了解されるような意味において，この言葉が使用されてい
る用例を国語辞典等にもとめると，古代にまでさかのぼるようである。「生活をいとなむ
ための仕事，さまざまの職業」という意味では8世紀初頭の用例（『続日本紀』）をあげる
辞書もあり（『日本国語大辞典」 1980(1974)), この意味では江戸時代にいたるまで， 意
味の変化はなかったようである。（『広辞苑』には芭蕉の用例が採用されている。） しかし
Industrial Revolutiomという語をみた，明治人はこれに「殖産的革命」という訳語をあ
てはめ， Industryに産業という語を転用するのは大正年間になってからのようである。
（たとえば『日本社会経済史用語辞典』（朝倉書店， 197咲f9は，「産業革命」という用例
のために大正9年 (1920)に出た亀井高孝の「参考西洋歴史』を挙げている。）
とすると，マーシャルの Economicsof Industryの訳語として「産業」を選んだ川部
熊吉の用例 (1916)は，それだけでも貴重であるといえるかもしれない。
マーシャルもまた，この語を多義的に用いているが，「雇用者と労働者の双方をふくむ
生産者の仕事を取り扱うがゆえに」『産業経済」と名付けたという説明からも，明らかな
ように，賃金，利潤をもたらす，各種の労働と雇用者・経営者の経営（という仕事）をふ
くむ概念としての Industryを強く意識している。このことを明瞭に示す個所としては，
たとえば第2編第10章の冒頭の一文を示すことができるであろう。そこでかれは「資本と
各種の Industryの正常供給」という表現を使っているが，それに先立つ諸章で，末熟練
労働，熟練労働，事業能力の供給を扱ってきたのであるから，この Industryが，これら
のものを指すことは明らかである。このような意味での Industryの訳語としては，従来
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「勤労」という言葉が用いられていたのであるから，このことを強く意識すれば，この書
の題名として，「勤業経済学」とか「作業の経済学」という訳語を選ぶことは，決して誤
りとはいえないであろう。
他方英語の Industryも多義的な意味をもち，今日のわれわれにもっとも親しみやすい
意味あいは， 16世紀以来のこの語の用例が，いささか異なる意味に「転用」されていると
いってよいだろう。アダム・スミスが用いている用例（「組織的作業・労働」の意）など
がOEDにも採用されているが，このような「過渡的」ニュアンスも，今日の「産業」と
いう語感からは伝わってこない。
「産業（の）経済学」という書名が，その内容について誤解を受けやすいとしても，最
近ではこの書名が定着してしまっているのであるから，他の訳書名を提唱することは，他
の混乱を招くのみであろう丸
つぎに「産業経済学」のなかから，いくつかIndustryの用例を紹介してみよう。
1) "Personal" or "non-material wealth" consists of those human energies, 
faculties and habits, physical, mental and moral, which directly contribute 
to making men industrially°efficient, and… 
2) His Personal wealth includes his faculties and habits of industry, his 
business reputation, his knowledge of others, and generally everything that 
enables him to do a good trade or to obtain material advantages in any 
other way. 
3-) On the other hand accounts must be taken of the internal and external 
political organization of the nation, in so far as this affects the freedom 
and securtity of its industry. 
4) Finally, industry cannot attain full freedom and efficiency unless, as Mill 
says, it is protected by the Government and from the Government. 
5) In his time English industries were sadly hampered by the enormous 
cost of carrying goods from one part of the country to another. 
6) One of the most important of these principles has been expressed by 
saying "Industry is limited by Capital." 
1)この節で述べたことは，，学部内での研究会で，筆者が報告したときにも話題となった
ことであるが，年令，専攻の違いによって， Industryのイメージが．今なおおおき
く異なることを知る良い機会となるた。
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第1編の最初の3つの章から，順次とりだしてみたが，ここでは現代的な意味を付して
「産業」と訳せるのは， (5)の事例のみであり，その他のものは，作業，勤労といったニュ
アンスを強くふくむものである。にもかかわらず，試訳では， (1)と(6)以外はすべて「産
業」と訳しておいた。この方針はおおむね全篇にわたって不動であることを，おことわり
しておく。
2. ケインズの「マーシャル伝」の翻訳
ケインズの「マーシャル伝」は，つい最近のケインズ全集第10巻の大野忠男訳 (1980)
をふくめて，何回か日本語訳が出ているが，そのひとつである， ヒ°グー編の「マーシャル
の思い出」 (1925)の書簡部分を除く，宮島綱男監訳「マーシャル経済学論集」（宝文館，
1928)所収の訳者について，沖中恒幸の名を紹介したところ，その沖中との対談を司会し
た本学の戒田郁夫教授から，その時の話の前後関係からすると（活字になった対談記録か
らも明らかなように，沖中の記憶は完全なものとはいえない。）沖中はケインズの「マー
シャル伝」をふくむ「思い出」の部分ではなく，後半（第2部論文篇）を訳されたようで
あるという情報とともに，「新しい」「マーシャル伝」の訳者名を教えていただいた。
灯台下暗し，従来まったくといっていいほど（たとえば大野忠男はケインズ全集第10巻
の訳者あとがきで，所収論文のそれまでの日本語訳の所在を紹介しているが，その名はで
てこない。）知られていなかった今一人の訳者，戸田省三はかつて本学教授であり，『千里
山学報」の第29号 (1925)から第34号にかけ， 5回に分けて， EconomicJ ournai所載の
ものをもとに邦訳を試みられている。原注が訳されていないこともあって「抄訳」となっ
ているが，第33号の第4回には，以前紹介した「訳者註」がそのままの形で登場する。し
たがってこの「訳者」とは戸田省三である。この訳は，第1回が大正14年 (1925)の5月
に発行されているので，ケインズの「アルフレッド・マーシャル」が前年の9月に公表さ
れている事実からして，また邦訳についてマーシャル夫人の許可を得ていることからして
「マーシャル伝」の本邦初訳であると断言できる2)。 なお戸田省三は1926年（大正15年）
1月13日にマーシャル夫人を訪問，その後2ヶ月を経ずして，ロンドンで客死している。
そのマーシャル夫人訪問記は「千里山学報」第46号 (1927)に掲載されている。
2)宮島綱男監訳「マーシャル経済学論集」所収の「マーシャル伝」は戸田省三訳を利用
しているようであるが，ヒ°グー編のものは EconomicJournal所収のものと若千の
変更があり，他方戸田は外遊しそのまま客死しているので，他人の手が加わっている
ことは確かである。
41 
706 賜西大學「継清論集」第31巻第4号
本「論集」 31巻第1号に書いたことの．一部を訂正するとともに，戒田教授にお礼申し
あげる。またこの件につき本学年史資料室の木戸一郎課長にお世話になった。記して感謝
する。
3. 第2編の版異同
1)第2章§3(本『論集」第31巻第3号， 118~9ペー ジ） '81では「償う」 coveredと
なっているが， '79では「超過する」 exceededとなっている。
2)第2章§7の最初の（訳文で） 13行は， '79では次のようになっている。
「§7. 正常価値を規制する法則は，正常供給の法則から，ただちに，結果としてでてく
る。価格が生産経費を上回っていればいつでも，それを引き下げようとする力が働らく。
それはあたかも，おもりがひもでつるされているときに，もしもそのおもりが均衡ないし
静止の状態から，左の方へ揺らされるならば，引力がただちにそれを揺り戻そうとするの
と同じである。間もなくそれは静止状態に揺れて戻るが，そこで止まることはない。それ
は右の方へ動いてゆき，またそこで引力が左へ動かそうとするといった動きがつづく。も
しも頻繁に揺らされるならば，それはほとんど均衡状態にとどまることはなく，常にその
回りを振動する。
正常価格，ないしアダム・スミスが述べているように，『自然価格は，いわば，あらゆ
る商品の価格が絶えずその方に引き寄せられる中心的価格である。種々の偶発事は，これ
らの価格を，ときにはこの中心価格をはるかにうわまる水準につりあげたままにしておく
こともあろうし，またときにはそれより幾分とも下回るようにしむけるかもしれない。し
かし，この価格を，静止と持続との中心におちつくのを妨げるものがなんであれ，それら
，は常にその方向に向っているのである」〔この引用文は『諸国民の富」第1編第7章，大
内，松川訳では 1-207~8ページからなされている。〕そして正常価値の法則は：」
3)第2章第7節 (122ペー ジ）
正常価値の法則に関する定義中，「平均して」という文言のあとに， '79ではカンマがあ
るが， '81では省かれている。
4)第3章註5の4~5行目は， '89では，「かれの地主は，最近まで，かれの地代をあげ
ることができた…」となっている。
5)第3章§3の最初の一文は， '79では「まったく地代を取得され得ない荒涼地がある。」
というところでヒ゜ リオドになっているが， '81では becauseによって，以下の文とつな
がり，複文になっている。 '81でbecauseが加えられたために，「荒涼」という形容詞
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6)第3章§3の最初の公式文の末尾の， norent but yet is cultivated, は， '79には
なく， norentのあとにヒ°リオドがくる。
7))第3章§4 It is difficult to estimate .…. by the present commercial depr-
sesion. にいたる原文で 7行は， '89では他の文に置き換えられている。
8) 第 3 章 §4 の注 8 の文中 26%は， '79では 53¼となっている。
以下第2編には変更はない。
試訳承前
第 2編第7章未熟練労働の供給
§1. 実質賃金と名目賃金，時間賃金と出来高賃金．単位としての家族．.... .... 
「労働の実質賃金は，それによって得られる生活の必需品と便宜品の量からなると言う
ことができよう。その名目賃金は，貨幣盤からなる……。労働者はかれの労働の名目賃金
ではなく，実質賃金に応じて，豊かであったり貧しかったりし，また充分に報われていた
り不充分にしか報われていなかったりする。」I)
この区別はきわめて重要である。しかし本書では，貨幣の購買力の変動を無視すること
にしてきた。そしてそうする限りにおいて，労働の名目ないし貨幣賃金の上・下は，この
貨幣賃金の一般的購買力における上・下とまったく同じことであり，またしたがって実質
賃金の上・下とまったく同じである。
賃金を測定する 2つの方法の間の区別にかかわる，いまひとつの区分が存在する。
ある人が1日に稼ぐ賃金は，時間賃金とよんでよいだろう。一定の質の仕事の
一定量をおこなうことによってその人に支払れる賃金は，（その契約がその人と
日決めでなされようと，量決めでなされようと）出来高賃金とよんでよいだろ
う。
たとえば，ある大人が週15シリングで雇われており，少年が週5シリングで雇われてい
るとして，その大人が平均して少年の 3倍の仕事をやっているのなら，かれらの出来高賃
金は，時間賃金が異なるにもかかわらず，等しい。この区別のいかに重要であるかは，後
1) 『国富論』，第1編第5章〔訳注，後半の一部が第5章の書き出しであるが，主語は
異なるし，前半の一文は第5章には登場しない〕
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に明らかとなるであろう。本章で言及する賃金とは，実質時間賃金である。
人口法則に従えば，「賃金率の上昇は，人々の安楽基準の上昇か，さもなくば婚姻およ
び出生の数を増加させる。安楽基準の上昇は，ほぼ確実に，有能な労働者として成人する
子供の割合を増加させるであろう。したがって賃金の上昇は，ほとんど常に人口成長を促
し，賃金の下落は，ほとんど常に人口成長を抑制する。」ことについては；すでにみ
た1〕。
もちろん労働者の妻子が，かなりの賃金を稼ぐことができる場合には，かれ自身の賃金
が低くととも家族を安楽に養ってゆけるというのは事実である。しかしこの修正は，一見
したほど重要なものではない。というのは，もしも母親が，賃金を受けとるような仕事に
従事していないにしても，家庭で，子供たちの，知的教育ではないにしても，健康や道徳
の向上のために働くことになるだろう。母親が賃金稼得者である場合には，この種の仕事
のいくつかがなおざりにされ，賃金の一部を使って，これらの仕事をしてくれる人を雇わ
ねばならない。子供たちの賃金それじたいは，多分かれらに衣食を与える，かなり重要な
手段であろうが，若年にして賃金を稼ぎはじめなければならぬ子供たちは，往々にして，
無知であり，また不健康である。したがって，賃金が人口成長に与える影響を考察するさ
いには，労働者自身によって稼得される賃金だけに関心を限定したとしても，大きな誤り
を犯すことにはならないであろう。多分こうした取扱いにおける主たる例外は，新開国に
おける農業家族のばあいであろう。かれらは一緒に働らき，そのために家族生活は中断さ
れることがなく，子供たちの肉体的・心理的・道徳的状態にはよく目がいき届くように配
慮されている。
§2. 能率的労働の供給は賃金に依存する．
若者が，充分の備えをもってから結婚するほどの分別を身につける安楽基準は，場所に
より，また時代により異なる。高い安楽基準が一般化すると，世論は両親たちに，快適な
部屋，栄養価のある食事，および秀れた教育を子供たちにさずけることを要求する。そう
なれば，次の世代の労働者は，健康的で，知性があり，技能にすぐれ，雇用者たちにとっ
て大いに役立ち，雇用者たちは争って賃金率を高めようとする。思慮分別が高まったの
1〕この定義は第1編の訳注10)に示したように，第1版における定義であり，第2版
（本試訳の底本）には登場しない。厳密にいえば， '81の定義の変更により，自動的
にこの個所にも手を入れるべきであろうが，しかしこの定義の方が，この章において
は，文章の一貫性を貫ぬくことができるのも事実である。
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で，労働者の取り分は高まり，しかも利潤率は下落することがない。賃金の上昇が放蕩や
浪費をもたらし，ために青少年にも，ためにならないことがありうるのは事実だが，その
ようなケースは，男たちゃ，多分もっと大切なのは女性たちが，職業柄，冷淡，粗野，無
分別な気質をもってしまっている地域を除いて珍れである。
賃金の上昇が，家屋，食事の内容，教育の改善，したがって人々の労働能率の向上をも
たらす場合には，人々を絶えず向上させるであろう。それゆえにまた，賃金がすでにきわ
めて低ければ，より一層の低落は，労働の質の悪化をもたらすであろう。「人間という機.... 
械の燃料である，食事内容が悪くなれば，それだけ発揮される力も減少するであろう。貧
素な衣服によ・って，多くの力が寒さのために失なわれるだろう。貧しく粗末な家屋では，
にごった空気や明りの欠乏によって，食物が胃で充分消化されなくなり，血液もまた肺で
充分浄化されなくなり，身体の組織の機能を低下させ，病気に冒されやすくなるだろう。
今日このようなあらゆる道筋によって，労働者は，まさに賃金の削減によって，ますます
非能率になっている。」2)かれの労働による生産物は減少し，かれが分け前として受けとる
ものは小さくなるが，資本がその分け前として受けとる部分も，大ぎくはならない。「賃
金から取りあげたものによっては，誰も得をせず，労働者にとっても世界にとっても損失
である。」
§3. ー職業の純利益．
これまで，末熟練労働一般の供給を決定する諸原因について考察してきたが，ある特定
業種の未熟練労働の供給は，賃金率以外の他の事情によっても決定される。同額の賃金が
地中海へ向う航海と北海へ向う航海に，提示されるとすれば，前者にとっては充分であっ
ても，後者にとっては不充分であろう。したがって後者の航海にたいしては，悪い天候下
を航行してゆく不利益を相殺するために，より高い賃金が提示される。鉱山の地下で働ら
く運搬夫は，地上で働らく運搬夫より高給を支給される。そしてまた夜の守衛は，昼間の
守衛より，高い賃金を得る。ある業務が，不健康，不潔等々のなんらかの不利益をもって
いれば，人々をその職業に就くように仕向けるためには，そのような不利益の存在しない
職業において求められる以上の高い賃金が必要となろう。そして賃金にたいする必要な付
加金は，この不利益の貨幣価値と呼びうるだろう。同様に，もしもある業務が，よい社会
的位置といった特別の人的利益を与えるものであれば，他の点で同じであるが，利益をと
もなわない職種に必要とされるもの以下の低い賃金でも人々を引きつけるであろう。そし
2) Walker, On Wages, ch. IV. 
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てこの賃金格差は，利益の尺度ないし貨幣価値である。
ある業務の賃金とその他の特殊利益の貨幣等価分がひとつの額として積みあげ
られ，かつその特殊不利益の貨幣価値が，その額から控除されるなら，残った額
はその業務の純利益と呼ばれる。 ＇ 
もしもある末熟練職が，同一地域の他の職種よりも高い純利益を示していれば，労働の
追加供給が，一般には急速にそこへ流れこみ，その賃金を押し下げるであろう。この一般
的ルールにたいして，重要な例外が存在する。がそれは後段で述べるのがよいであろう。
第 8章熟練労働の供給
§1. 正常供給の法則は，ある点では熟練労働に適用される．
未熟練労働の供給は，主として，労働者たちが前の世代の子供たちに与えることができ
た食糧や衣類およびその他の生活必需品に依存することについてみてきた。あらゆる階層
の人間生活に，いなより低次な動物の間においてさえ共通している自然的本能は，両親が
子孫に食糧と住家を提供するように努力するようにしむける。しかし熟練労働者の特殊な
要件については別である。というのはかれの教育には資本の投資が必要であり，その果実
は後になってかれの賃金となって現われる。
アダム・スミスは述べている。「ある高価な機械がすえつけられるばあいには，それが
摩滅してしまうまでに，それによってなさるべき異常な仕事は，それに投じられた資本を
すくなくとも通常の利潤をともなって回収するであろう，ということが期待されているに
ちがいない。多大の労力と時間とをかけて，特別な技巧と熟練とを要する職業のあるもの
について教育された人は，こういった高価な機械のひとつになぞらえることができよう。
かれが習得する仕事は，ふつうの労働の日常の賃金に加えて，かれの全教育費を，すくな
くともそれと同等の価値ある資本の通常の利潤をともなって回収するであろう，というこ
とが期待されているにちがいない。そればかりではなく，この回収は，耐用期間が比較的
確実な機械についてさえ払われるのと同じような考慮が，生存期間がきわめて不確実な人
間の生命についても払われ，そのうえで，合理的な期間内になされなければならないこと
なのである。」2〕
このようにアダム・スミスは，労働者の教育に向けられる資本投資を決定する諸法則が
なんらかの販売可能な商品への資本投資を支配するそれと同じものであることを示唆して
2〕アダム・スミス，『諸国民の富』，第1編，第10章第1節（大内，松川訳第1巻295ペ
ジー．）
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いるようである。もしそうならば，熟練労働の正常価格，すなわち賃金は，もっぱらその
生産経費によって，ちょうど商品価格がそれによって決定されるように，決定されること
になろう。たとえば荷馬車用の馬の供給を考えてみよう。平均して各種の馬を飼育・調教
する経費をちょうど償う，なんらかの価格が存在し，またそれに応じた生産経費を償う価
格で売られるだけの各種用途の頭数が飼育される。馬商の計算は，市場環境にかんする不
完全な知識や馬の需要の突然の変動によって狂うこともあろう。それでもし長期をとるな
らば，各種の馬の平均供給は，それらの販売価格が，それらを飼育し，いくつかの作業用
に訓練するための経費と等しいところできまる。
また奴隷の技能は販売可能である。それゆえに正常供給の法則があてはまる。異なる作
業に使うために奴隷を飼養する奴隷所有者は，各種の訓練の経費と，各種の作業のありう
るべき将来の需要とを予測する。かれは使役の費用と稼得可能な期間とを見積もる。かれ
は使役の不連続性と，成功の不確実性とを据酌するが，かならずしも奴隷の健康を害した
り命を縮めるようなものを除いては，どんな不快さについても配慮するわけではない。か
れは，教育の経費は直ちに発生し，しかも賃金は何年もたったあとでないと受けとれない
という事実を考慮する。このような見積もりを終えたのちに，かれは奴隷を未熟練労働者
として育てるのがよいか，それとも熟練労働者として育てるのがよいかを言うことができ
る。かれは，奴隷がかれのために稼ぐことのできる高賃金が，かれにさらに高度な訓練を
さずけるための追加経費よりも，かれにとってより値打ちがあるものかどうかを知ること
になるだろう。たとえば，奴隷の教育のために 100ボンドの追加経費が発生するが奴隷が
早死にする可能性を掛酌したのちでも，奴隷の生涯の残りの期間にわたって 100ボンドに
等しいものを賃金として余計に受領できることを確信していると想定してみよう。その場
合は明らかにかれは，奴隷に教育をさずけないであろう。この増加分の価値が200ボンド
であっても．そうしないであろう。もしそれが300ボンドであるとすれば，かれは迷うで
あろうが，もしもそれが400ボンドならば，かれは多分教育をさずけるであろう 3)0 
かくして奴隷所有者は．いかなる類いの熟練奴隷労働の供給をも，その需要に適合さ
せ，かくして特定の職種における奴隷労働から得られる金銭的利得は，奴隷をそれ向けに
育てあげる頬労と経費に対応する丸
3)この種の計算はエンゲルの DerPreis der Arbeitにおいておこなわれている。
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§2. しかし全面的に適用できるわけではない．
しかし子供たちのために職業を選択するときの両親は，奴隷たちに職務を選ぽうとする
ときの奴隷所有者と， 4つの重要な点で違う。第1に，息子のためにある職種の純利益を
見積もるさいの両親は，かれの安楽や幸福に付加されるであろうあらゆるものを考慮する
が，他方の奴隷所有者は，そういったものが奴隷の能率に影響を与える限りで，考慮する
にすぎない。
第2に，息子に金のかかる教育をさずける両親は，かれらではなく，息子がその実りを
刈りとることを期待しているが，奴隷の技能は，所有者の財産である。両親と奴隷所有者
は，一方において，各職業の純利益を見積もり，他方で，その準備のための頬労や経費を
見積もる。しかし両親はそれらの評価を行なった時においてさえ，奴隷所有者のように単
なる算術的計算によってのみ，方針を決定することはできない。というのは両親は，さら
につぎのような道徳的問題を解決せねばならないからである。すなわちどの程度まで両親
は，息子の利益のために自分たちのことを犠牲にできるのか？かれによって享受されるこ
とになる利益は，両親にとっていかなる価値をもつのか？
第3に，ごくわずかの両親たちしか資本家ではない。かれらの多くは，資本家と同じよ
うな条件では金を借りることができない。極端な事例をとってみよう。末熟練労働者のあ
る者たちは，子供たちが稼いでくれる賃金の援助を受けてもなお，家族の健康のために必
要なだけの食糧，衣服，家屋を購入することができない。そしてかれらの 1人に，もしも
息子を熟練職につける準備として50ポンドを費したなら，息子がうみだすであろう利益を
見積もってみよと要求するのは無益であろう。この利益は息子が成長した暁には，末熟練
労働者の賃金よりも，年30ボンド多い賃金をふくんでいるということはありうることであ
る。もしかれがこの額を稼いだとすれば，市場利子率を考慮すれば，この追加賃金の現在
価値は数百ボンドに達することを知るであろう。そのような場合，奴隷所有者は，事業の
原則にしたがって，その支出を行なうだろう。父親はそうはしない，なぜならできないか
4)このために，奴隷保有国の住民は， 自由民だけからなる国家の貧しい労働者の子供よ
りも，より良く教育されるであろうが，主人たちは一般に，教育がかれらを反抗に駆
りたてるのではないかと恐れている。そして奴隷は，かれが奴隷であるがゆえに，ほ
とんどいつも性格的にゆがみ，偏見をもっている。そこでかれに難しい仕事や責任感
を教育しょうとする企ては，柔かい木をつや出ししょうとするようなものである。し
かし世間の道徳感が奴隷制からぬけでておらずまた奴隷が人格をおとしめられたとい
う感情をもつことなく働らいていた古代ギリシアやローマでは，主人はしばしば当然
のこととして奴隷たちに高度の文学的，芸術的教育をさずけたものだった。
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らである。
第4に，奴隷所有者が資本家であると想定すれば，かれは有能な事業家がするように，
物事を管理するものと仮定した。かれはいつも，事業家のように，儲かる資本の投資先を
みつけだし，各種の奴隷の技能に関する供給と需要の変動を監視し，絶えず種々の奴隷の
教育の損益勘定を行なっていると仮定した。
しかし両親たちは，通常はこのようなビジネス・ライクな方法で問題を処理しない。貧
しく，無知な両親は，自分たちと非常に異なる人生を息子に歩ませることを考えないもの
である。狭い環境に育った者は，その環境に黙って従がいがちである。かれ自身の人生の
出発が貧しいものであったので，かれができるかぎりのものを息子の労働から得ようとす
るのは，おおいに理解しうるように思える。かれの賃金は，世間がかれにそうすることを
予想していることを意味し，隣人たちもそうしている。したがってかれは，自分自身にと
っての，小さな現在の利得を息子の大きな将来の利益よりも重要であると考える。貧しい
人であっても，他のいかなる両親とも同じく，子供たちの困窮を見れば心動かされるもの
だが，かれらは子供のことであれ，自分たち自身のことであれ，遠い将来のことには注意
を向けない。というのは貧しい人々は生き生きとした想像力をもたず，因習によって支配
されていて，理性を慎重に行使することができないからである。社会階層が下になればな
るほど，両親たちは教育に手数と金をかけて息子たちに授けることのできる，利便を見よ
うとしなくなる。そしてまたそのような犠牲を払おうとする気力も小さくなる。両親たち
が，子供の将来の利益を割引く利子率は，かれらの教育程度が低くまた直近の欲求の圧力
が強くなるほど，大きくなる。
§3. ミルの労働についての4つの等級．
・ミルは，両親が息子を，自分のそれとははなはだしく異なる職業に就けるために育てよ
うとするさいに直面する困難に強く印象づけられ，次のように述べている。 「事実，これ
までは労働者の異なる等級間には完全な区別がなされ，はっきりと境界線がひかれ，あた
かも世襲的なカースト区分にも等しいものであった。各々の職業は，主として，すでにそ
こに雇用されている者たち，ないしは社会的評価においてそれと同じに位置づけられてい
る職業にある者たちの子供か，あるいは，もしももともとは低い階層にあったとすれば，
自分たちの努力で成功して昇進してきた者の子供たちによって継承された。自由専門職は
ほとんどが専門職階層か有閑階層の息子たちによってまかなわれた。比較的高級な熟練手
工業職は，熟練工の息子か，あるいは，それと階層が同じである商人階層によって，補充
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された。程度の落ちる熟練職階層においても同じことがいえる。そして未熟練労働者は，
時折りの例外を除けば，父から子へと，変りばえしない状態を脱することがない。その結
果として，各階層の賃金は，これまで，その国の人口全体の増加によるよりもむしろ，各
階層の増加によって，規制されてきた」
しかしかれはつづけて，「近年きわめて急速に生じつつある慣行や観念の変貌は，こう
いったあらゆる差別をくつがえしつつある。人々を因習的状態につなぎとめていた慣行や
無力感は急速に消滅しつつあり，あらゆる階層は，少なくともすぐ下の階層からの競争に
さらされる度合は増えてきたし，また増大しつつある」5)
この変動は，かれがそれについて書き記した以後もつづいており，英国社会の種々の層
間の区分線は，現在においては，一世代前におけるほど明瞭なものではなくなった。ミル
の言う 4つの階悌のそれぞれが，またいくつもの小段階に再分され，まるで長い階段の一
段一段であるかのように， 1段づつ登ってゆくと，それぞれのあとに，短かい踊り場があ
る4連の階段のようである。
普通には，両親は子供を，自分と同じ社会階層にある職業に就けようとする。しかしあ
る段階における労働供給が，すぐ下の段階の純利益よりもはるかに大きいものであれば，
すぐ下の段階にいる両親で，比較的思慮深くかつ自制心のある者が，息子たちをその階層
へ押し込む。このようにして供給の法則は，異なった段階の労働については異なった種類
の商品に比すれば，ゆるやかに作用するとしても，両者において同じような働きをする。
ある職業の純利益が，それを準備するための頬労や経費を補償するために要求されるもの
を上回り，異常に高いばあいには，その職業への労働供給を増加させるような諸力が働ら
くようになる。この増加は，同じ段階にある他の職業の純利益も異常に高いということが
なければ，まずはそして主として同じ段階の他の職業から，もたらされるであろう。同じ
段階の職業の純利益がなべて高いばあいには，供給の増加は，直近下位の段階から主とじ
てもたらされるが，そのばあいは比較的ゆるやかな増加を示すだろう。どちらにしても，
増加は主として，子供の職業を選ぶにさいしての，両親の行動によっているが，ある程度
までは成人の転職に原因を求められよう。他方において，ある職業における純利益が，そ
の職を準備する苦労と経費を補償するのに要するもの以下であれば，労働供給を減少させ
るような諸力が働らきだすだろう。というのは，その職業に従事している者のなかで，最
も多オな者や，その仕事にほとんど向いておらず，特殊技能もほとんどもっていない者は，
5) 『経済学」第2編，第14章§2.〔末永茂喜訳「経済学原理」第2分冊367-8ペー ジ）
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他の職業を捜しはじめ，両親たちも息子をその職向けに育てなくなるからである。
種々の技能労働の供給を決定する諸原因についての説明を終えるにあたっては，人々を
種々の職業へ引き寄せたり，引き離したりするいろいろの利益・不利益と，ひとつの職業
において要求せられるいろいろの産業的資質とを検討せねばならない。
§4. 純利益続論．
第1には，ある職業の純利益を評価するさいに，考慮されねばならない各種の利益と不
利益に関してである。
明らかにこの項目の下で取りあげなければならないのは，ある職業における雇用の安定
娃ないし不安定性，および成功ないし失敗の可能性である。これらの不等性を勘案するた．．．．．． 
めに，ある職業の賃金を評価しようとするさいには，その業種で平均的な成功を収めてい
る者の， 1日ではなく 1年ないしできれば数年において稼得される賃金を求めなければな
らない。ある漁師の賃金を測定するのに，水揚げなしで帰港する何日もの日を考慮せずに
船を満船にして帰港した時の魚の売りあげ価格によることはできない。港湾労務者の賃金
を検討するさいには，・波止場に積荷を降ろそうとしている船で一杯のときに得られる賃金
だけをとりだし，時には港湾にほとんど停泊船がなく，労務者の大部分が空しく待機して
いる事実を考慮しないというわけにはいかない。レンガ積みエ，大工および車掌の賃金を
比較するさいには，車掌職は常時安定しており，大工は業界が不振の時は仕事がなくなり，
レンガ積み工は不景気や天候不順によって仕事が途絶えることを念頭においていなければ
ならない。弁護士の稼ぎを見積もるさいには，わずかしかいない成功者とともに多くの失
敗者を考慮しなければならない。
しかしこのような，ある業種において稼得される平均賃金を正しく測定するための考慮
とは切り離して，別に考慮されなければならない，他の利益および不利益がある。それら
は健全姐宏楽亨，および坤位の項目の下に分類することができよう。危険は一種の不健
全さとみなすことができよう。不潔さ，肉体的・精神的緊張，不安や単調さは主たる不快
であると考えられる。アダム・スミスは，人々が屠殺者の仕事，そしてある程度まで屠殺
者じたいにたいして持つ嫌悪感が，屠殺者の稼得を，パン製造者のそれよりも高くしてい
ることを指摘している3〕。 もし二つの職業の稼得が同額であれば，パン製造者の数が増え
3〕 「諸国民の富」第1編第10章第1節に，「屠殺者という職業は残忍で醜悪な仕事では
あるが，大部分の地方では，それはふつうの職業の大半よりも有利である」という記
述がある。 （大内• 松川訳第 1分冊293ペー ジ．）
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屠殺者のそれは，その賃金が屠殺業の不快さと社会的不利益を償うに充分なほどに，パン
製造者のそれを上回るまで，減少してゆくであろう。また召使いの賃金は，食事や居室を
ふくめれば，工場や自宅で同種の仕事を行う女性のそれよりも，はるかに高い。というの
は召使いは常になにがしかの自由を犠牲にせねばならず，たまたま無作法な女主人のご気
嫌を損うと，，自尊心を失うことにもなるからである。
仕事の不快さが，不潔さというかたちをとる時には，通常はさらに，社会的地位を失う
という不利益をともなう。あらゆる仕事のなかで，もっとも嫌がられているものは，主と
して，他のいかなる職をも得ることができない者によって行なわれ，したがってその賃金
は，そのことの結果として，その仕事の不快さにもかかわらず，低い。しかし危険感から
生じる人間的不快感は， しばしば人が受け入れるのを拒ばないことがある。アダム・・スミ
スが述べているように，「冒険生活における危険や間一髪の脱出というものは，若者の勇
気をくじくどころか，しばしばそのためにその職を選ぶようにさせるようだ。…勇気や熟
練によって回避できそうな冒険を，遠くからながめていることは不快なことではないし，
またそれはどのような職業においても労働の賃金をひきあげたりはしない。勇気や熟練が
役立たない職業においては，事情が異なる。きわめて不健康だということがよく知られて
いる職業においては，労働の賃金はつねにきわだって高い。」4〕
ある職業がなんかのきわめて高い栄誉をもたらすという事実は，二つの道筋を経て，人
人をこの職業に引きつける。第1に，世の中にとって良いことだが，若者は卓越したもの
を手に入れる機会を高く評価し，また失敗の恐れでくじけるよりも，むしろ大成功を収め
る可能性に引き寄せられる。さらに第2に，ある職業の社会的ランクは，それに従事する
者の平均的な財産よりは，それによって高い権威と最良の地位が得られることに依存して
いる。学識を要する専門職は，そこで得られる稼得とは別に，このような大きな魅力をも
っているので，かれらの平均稼得は，同等に訓練された能力と勤勉によって，他の職業に
おいて得ることができるものより，はるかに低額である。
§5. ある業種の労働供給を押えるものとしての困難さ．
つぎに，ある職業において要求される，肉体的，精神的，道徳的な，各種の産業上の資
質について考慮しよう。人間の肉体的・道徳的資質は，主として若い時代の家庭環境に依
存している。もしも充分な食事をとり，居室もいいものが与えられたとすれば，もしも父
4〕 「諸国民の富」第1編第10章第 1節大内・松川訳第1分冊314ペー ジ．
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親；そして多分もっと大切なのは，もしも母親が元気で，やさしく，礼儀作法を心得てお
れば，その者は産業上の能率に必要な条件である，肉体的および道徳的資質をかならずや
'備えることになろう。ある人の賃金のうち，その人の教育に負っている部分は，教育に投
下された資本にたいする一種の和潤とみなすことができよう。例外的な生得的資質によっ
ている部分は一種の雄代とみなすことができよう。すなわちその部分は，その供給が自然
的原因によって決定され，将来の利益のための人間的努力の意識的な支出によっては決定
されないような生産要因からもたらされる所得である。
単に肉体的強靱さだけを必要とする職業における賃金は，それが日払いでなされる時に
は，通常，極めて低額であるが，しかしそれが，未熟な人夫仕事のばあいのように，出来
高払いでなされる時には，異常に強健な者は時として高い賃金を稼ぐことができる。人並
み以上の強靱さを要する仕事の多くは，またある程度まで，不潔で不快なものである。さ
らにその仕事が特殊訓練を経た技能や；どの職業においても良い市場を見出す知性や判断
力を要するばあいには，きわめて高い賃金を受領する。たとえば鉄製品やガラス製品をつ
くる作業に従事している者の多くは，秀れた天生の知性と長期の特殊訓練を経ていなけれ
ばならない。かれらは，しばしば景気の不振によって職を失ない，かれらの技能は，もし
もなんらかの理由でその職業を去らねばならないばあいには，無用のものになってしまう
だろう。かれらの仕事は汚なくかつ不快なものであり，また人並み以上の肉体的強靱さと，
強健な者でも多くは備えていない，熱気と冷気のはげしさとその急激な変化に耐える力と
を必要とする。・したがって好況の時に，秀れた熔鉱炉夫やガラス吹きエは，出来高払いで
働らき，慣習的に高い社会的地位を与えられている者たちのある者より何倍もの賃金を稼
ぐ。
事務労働の多くのものは，わずかの人のみしかもっていない高い知的資質と道徳的資性
とを兼ねそなえていることを要求する。しかしほとんど誰でも，簡単に筆写用書記の仕事
ができるように教育できるし，多分近いうちに正しく書けない男女は，英国ではごくわず
かしかいなく・なるだろう。誰もが書けるようになれば，かつてはほとんどの種類の肉体労
働よりも高い賃金を得ていた，筆写の仕事は，未熟練労働と同じに位置づけられるだろ
う。事実優れた類いの手工業は，判断力も責任も必要としないような書記の仕事よりも，
人間をより磨き，報酬も良いであろう。手工業者がかれの息子のためにしてやることので
きることで，最良のものは，かれが身につけている仕事をできるように息子を育てること
である。そうすればその仕事にまつわる機械的，化学的およびその他の科学的諸原理をか
れが理解し，その仕事においてなしうるであろうなんらかの新しい改善を企てる心意気を
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もつようになるだろう。もしもかれ力~. 秀れた生得の能力を身につけていることが明らか
となれば，かれは書記の机からよりも，手工業者の座り椅子から世に出て，高い地位に昇
る，はるかに大きな可能性をもっている。
§6. 特化技能は，非ー特化技能に比して重要性が減少しつつある．．
つぎに，特化されておらず，多くの業務に利用しうる産業的資質と，一つの業務に特化
されている資質とを比較するならば，後者に比して，前者の重要性が高まっていることに
気付くだろう。
分業が時として，かつてはまったく異なっていた業種間の人の移動を，可能にするとい
うことについてはすでに言及した6)。 この言及は拡張することができるだろう。機械の増
大という大勢は，肉体的強靱さないしは一組みの運動を間断なく行使することにより得ら
れる技能だけを必要とする肉体労働にとってかわりつつある。機械は画ー的な運動を，人
間ができるよりも，より正確に，より能率的に行うことができる。そして，数世代前には
手先が特に器用な者によって行なわれていた仕事のほとんどが，いまでは機械によって行
なわれている。そして機械は判断力を要する手仕事にまではそれほど深く蚕食してゆかな
いし，一方機械の管理には通常判断力が必要であるので，今日では以前にまして知性と精
神的資質にたいするはるかに大きな需要が存在する。新しくかつ困難な問題に，正しく，
素早やく対処してゆくことができる資質は，ほとんどすべての業種における秀れた労働者
階層の共通の財産である。そしてある業種で，かかるものを修得した者は，容易に他の業
種へ移ってゆくことができる。そのような資質は，特化されていないのである。しかし原
材料の加工工程や材質については，その知識を修得した業種以外では，ほとんど役に立た
ない技術的業務知識が多いのは，なるほど事実であるし，また産業が進歩するにつれ，ほ
とんどあらゆる業種で，優秀な労働者階層に必要とされる特殊知識の量が増えてゆく傾向
がみられる。
§7. 徒弟制，政府による教育への資本投資．
技能労働の供給は，販売される商品の供給が，その需要にたやすく対処するようには，
対処できないことについては，すでにみた。というのは，資本家はかれの資本を，多くの
需要があるなんらかの商品の生産のために利用し，それによって得る高価格のかたちで報
6)第1緬第8章 §9.
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酬を得ることができる。しかしもしもある資本家が，なんらかの業種における熟練労働者
の供給を増やすための出費をおこなうとすれば，修得される技能は，かれのものではなく，
かれが教育した者たちのものになる。この一般法則の唯一の部分的例外は，徒弟制におい
てみられる。この制度は，資本家たちが，かなり貧しい階層の息子たちの教育のためにな
にがしかの資本を投資して，確実に利潤を得さしめるものである。あるばあいには，雇用
者は，若者に，かれが業務を習っている間の数年間かなりの賃金を支払う。しかしかれの
徒弟期間の最後の2・3年の間は，その若者の仕事は，かれが徒弟条件によってその額で
働らくことが拘束されている賃金以上の価値がある。このようにしてかれは，かれに賃金
を払うことと，かれが原材料を無駄にしたり，道具を不細工に使うことの両方により，主
人が蒙った損失を利子つきで償う。しかしこの制度は，いくつかの不利益をともなう。英
国およびもっと大きな程度において新開諸国における時代風潮として，若者は長期間ひと
りの親方に拘束されるのを嫌がるようになった。さらにアダム・スミスの時代において，
親方が徒弟に適切な指導を行うことを怠たることがしばしばあるという不平があったが，
この弊害は，今日では，かつてよりも大きい。なぜかというに，かつては若者は，かれを
うまく教育することに直接の利害をもっていた親方から教わったものであるのにたいし，
今日ではそのような利害関心を通常はもたない，被雇用労働者が教えるからである。しか
しもしもその労働者が徒弟の父親であるならば，若者のために一肌脱ごうとするだろう。
そしてそれゆえに雇用者は，徒弟として，すでに雇用している者の息子を選ぽうとする。
そして父親の方も息子を自分たちのもとで徒弟奉公させるのを好んでいる。ガラス吹き業
その他のいくつかの業種では，職業カーストに似たものが，このようにして出来あがって
きた。
すでに述べたように，両親たちが息子たちの将来の利益を割引く利子率は，両親の教育
水準が低いほど，また当面の欲求の圧力がつよいほど，大きくなる。この事実は，貧しい
階層の両親たちを助成して，その子供たちにより良い教育をさずけるための公的あるいは
私的行動に，有利な強い論拠を提供する。このことについては，私的個人が義務感がなけ
れば，やろうとしないことを，政府が行なうことに直接的な金銭上の利益があることを知
るだろう。国民と同様に， 3バーセント少々の利子で金を借りることができる政府は，金
を教育に費やし，貧しい人が負担可能な利子率で借りる能力をもたない資本を前渡しして
やる。わが国の総所得の約10分の1は，国税ないし地方税として政府に支払われている。
したがって現行税率をもってしても，政府は教育制度の改善により，国富がどれだけ増加
しようとその約10分の 1を得ることになろう。そしてこの10分の 1は利子つきで政府が一
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般教育と技術教育に費した支出を充分に償還するであろう。これはいくつかの外国におい
てみられる立派な学校で教育された人びととの競争で，英国人たちが自分たちの地位を守
り通すために必要なものである。
第9章事業能力の供給
§1. 事業経営の仕事は次第に難しくなっている．
つぎに，各種の事業能力の供給を決定する諸原因がいかなるものかについて考察し，ま
たある業種の経営の稼得率が，その業種への事業能力の供給にいかなる影響を及ぼすかを
考察しよう。
法廷弁護士ないし物理学者で，成功した者は， 300人の未熟練労働者の稼得に等しいも
のを得ていることもあろう。しかし全体としては最高の支払いを受けている仕事は，事業
経営上のそれである。この仕事が今日のような形態をとるようになったのは，最近2世代
以来のことである。商・工業を管理する仕事に，最高級の多くの知性が要求されるように
なり，またそれが提供されるようになったのは，ごく最近のことであり，またごく 2・3
の国においてである。
昔は，つくられるものの質やつくる方法にたいした違いがなかった。発明はわずかづつ
しかなされず，いくつかの業種においては，新しい工程は一世紀に一つといった具合に珍
れにしか導入されず，．それが発見されたのちも，一般的に使用されるようになるまでに20
年ないし，それ以上の時間的隔りがあった。昔の事業家は，勤勉さ，総明な判断力および
人を管理する能力を必要としたが，新企画を創りだす能力はたいしてなくても，たいがい
のところうまくやってゆけた。しかし今日では，大資本を管理する製造業者や商人は，自
分の資本を利用しているばあいであっても，新しい発明からすばやく利益を取りだし，ま
たなんらかの新方針をうちだす能力をもっていなければ，安泰ではありえない。新機軸を
うちだす仕事は，多くの点で困難を増しつつある。なぜなら流行や嗜好は，かってそうで
あったより，はるかに早く変化し，かつこの変化はきわめて多くの人々に影響を与え，昔
のように上流階級だけというわけではないからである。そしてさらにある業種をとりしき
る方法の変化のことごとくが，他の業種から購入しょうとするものの特性を変え，また各
業界は，今日ではかつてよりも，より多くの業種と売買を行う。製造業者は，自分の業界
の発展と同様に，販売先の業界の移り変りにも注意を払っていなければならない。
さらに，最近までは，自国に工業がない諸国民は，ともかくも目的を適えそうな，通常
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の英国製品のどれでも，満足して買っていた。しかし今日では，英国の工業は，各後進国
の欲求について特別の研究を行なっている，アメリカやその他の国の工業との競争に遭遇
している。英国の製造業者は，シェアーを維持するためには，いろいろな気候やいろいろ
な土壌にあうように，他の諸国に提供する機械・設備や他のものを変えてゆかねばならな
い。製造業者は，異なった気質や慣習をもっ，あるいは文明段階を異にする，諸民族の特
殊な要求に対応しなければならない。これには，幅広い知識と絶ゆまぬ英知の行使が必要
である。
かくして事業活動の多くは，きわめて難かしく，多くの特殊訓練と珍れなる天生の資質
との結合を必要とするので，事業によって得られる経営の稼得は大変高額であり，その仕
事をやることができ，この高額の稼得を得るものが多数存在することはない。
§2. 一業種から他業種への事業能力の転換．
熟練労働者に要求される能カーーかれの人的資本ーが，特化されたものと特化されて
いないものとに分けられることについては，すでにみてきた。それを修得した業種以外で
は，ほとんど役立たない技能と知識が，特化資本である。総合的な能力と資性，活気や性
格的強靱さや，誠実さや着実さのように，ある業種から他のものへ容易に転用できるもの
は，非ー特化資本である。また，発明の進展が，単なる手を使う技能，若年から訓練して
修得する手先の技能の重要性を減じせしめつつある。そしてそれゆえに；すべてとはいえ
ないにしても多くの業種においては，労働者の特化された資質の重要性が，特化されてい
ないものに比して，減じている。
同じ変化が，雇用者の側においても，急速に進行しつつある。．もしも，部下のうちの誰
かがへまをしているなら，どうやればうまくできるかを指し示すことができるという意味
での「部下たちの主人」であった雇用者は，多くの業種で珍しいものになりつつあり，か
つては一事業の長によって行なわれていた多くの仕事が，今日では職長，監督また副支配
人にょって行なわれている。この変化は残念に思われている。それは，仕事の一貫性を失
なわせ，人間的触れあいを減ら・すことにより，雇用者と被雇用者との間に疎外感を生みだ
す。しかしこの変化はいくつかの点では弊害があるものの，事業の長のすべての時間と気
力を分業の現代的局面においては，長の主要業務となっているもののために利用できると
いう利点を有している。バジョットは，この長を，戦いにみずから参加することなく，電
信線の末端に坐り何枚かの図面に顔を向けつつ，遠くから指揮・統率している現代の軍事
指導者に比している。仕入れ先の市場や，販売先の市場の動向を研究し，新しい欲求や新
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しい発明を注意深くさぐり，新しい困難を克服する新しい方式を企画するのが，長の仕事
である。そしてこの仕事のために要求される資質のほとんどは，特化されていないもので
ある。それらは，部分的には若い時代の訓練によるが，一部は事業による教育によってい
る。しかしもしも一業種で教育されたなら，それは他の業種へも転用できる。かれが従事
している業種の技術的詳細に充分習熟していない者は，たとえ総合的ないし特化されてい
ない事業能力がいかに大きくとも，ある程度不利であるというのは事実である。しかしバ
ジョットも述べているごとく，もしもかれが必要な詳細についての知識をもっている有能
な部下に恵まれているなら，かならずしも非常に不利というわけではない。したがってあ
る事業の社長あるいは管理者が，業種を変わることによる損失は，その下で働いている者
よりも少ないであろう。国の大臣は，インド省から外務省へ，あるいは救貧省から海軍省
へ移っても，能率上大きな損失はないであろう。かれは技術的詳細については，常勤の秘
書や書記から情報を得る。かれの判断や聡明さはある省においても，他の省同様に役立つ
が，部下たちの技術的知識の多くは，それを修得した省以外ではあまり役立たない。「実
業界のひとつの領域で育てられて，まったく違う他の領域へ向う者，農場主の息子が綿紡
績業へ入ったり， レース作りの息子が造船業へ入ったりするのは，大抵のばあいあまり良
くない。各種の業界は固有の伝統をもっており，それは決して書面で示されていないし，
多分書き示すことはできず，ただいちいち学びとっていくものであり，またそれは物心が
ついて考えが固まる前の若年のうちに修得されるのがもっとも良い。しかし現代商業の各
部門は，補助的および類縁的業種にとりかこまれており，見当をつけたり，状況を把握す
るのを容易にしている」”というのは事実である。そしてその業種で高い利潤があげられ
ておれば，事業能力は周辺業種から入りこんでくる。
§3. 熟練労働のばあいにおけると同様の事業能力のばあいの需給調整．
なんらかの業種における熟練労働者の供給は，一方において，人々が自分自身にたいし
また両親たちが子供たちにたいし見積もる純利益に依存し，他方においてその業種を準備
し，参入する困難さに依存することについてはみてきた。もしもかれらが計算を正しく行
ぃ，またもしもある業種に参入することにたいし，自然的ないし人為的障害がなんら存在
しないとすれば，その業種に参与する純利益が，そのための準備に要した苦労と経費に対
応するように，供給が需要と調整されるであろうこともみた。さていまや，ある業種の事
7) In Fortnightly Review, vol. XIX. 
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業能力の供給が，どのようにして，そこで得られる経営の稼得の上昇により増加するかも
みた。しかし事業能力のばあいは，いくつかの点で，熟練労働のばあいと異なる。
第1に，経営の稼得の平均を，確定するのは容易ではない。各種の能率の差のある人々
パドラー
が稼ぐ賃金を平均し，雇用の不安定性を考慮することにより，レンガ積みエや撹練工の賃
金は，比較的容易に求めることができる。がある人が得ている経営の稼得は，かれの事業
の純利潤を注意深く計算し，資本利子を控除したあとでようやく知ることができる。かれ
の営業の正確な状態は，しばしばかれ自身によっても分からず，かれと同じ業種に携って
いる者によってさえ完全に正確に推測できることはめったにない。今日の小さな村におい
てでさえ，すべての者が隣人のことをなんでも知っているということはない。「小金を貯
めこんでいる村の宿屋，酒屋あるいは靴屋は，隣人に儲けを洩らすことによっていたずら
に対抗心をかきたてるようなことはしないし， うまくやりそこなっている者は，営業状態
を人前にさらすことによって，債権者に警戒心を起こさせるようなことはしない。」8)しか
しいま論じているのは，各業種における事業能力の供給を，究極的に決定する諸原因であ.. 
る。そしてはるか以前に一般の耳目を集めるということなしには，一業種の平均利潤率は
大きく上下することはありえない。また業種を変えることにより，明るい見通しをもつこ
とができるかどうかに見当をつけるのは，熟練労働者よりも事業家の方が難しいけれども，
事業家は他の業種の現在と未来がどうなるかを知る機会に恵まれている。もしもかれが業
種を変ええうと思えば，すでに述べたように，かれは普通には熟練労働者よりも簡単にそ
うすることができる。そしてかれは息子のためにはどんな業種でも選ぶことができる。
第2に，ある業種の事業能力の供給は，部分的にそれに可能性を与えるために必要な資
本の供給に依存している点で，熟練労働の供給と異なる。しかしこの相違もまた，一見し
たほど重要なものではない。資本を必要とされないところから，それを欲している所へ移
す銀行業やその他の現代的諸機関について，ここでは充分に検討することができない。目
下の目的にとっては，「英国においては，もっとも指導的な頭脳のきわめて多くのものが，
他人が債務を弁済してくれるであろうかどうかということにもっぱら心を痛めている。そ
してこれらの人々の総体は，いわばいかなる方面へも資本を運用する準備が整った機械で
ある。どのような業者が資本を求めようとも，かれらのうちの最優秀な者で，約束を履行
することで信頼されている者は，ただちにそれを手にする。なぜならかれらには貸しても
いいという情報をもっており，その情報によって生活している者の手元には，すでに資金
8) Cliffe Leslie in Fortnightly R印iew,vol. XXV. 
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が存在しているからである。」9)事業能力をもち，少しの資本をもっている人は，さらに多
くの資本を手にすることができる。もしもかれがこれをもって， うまくやりとげれば，か
れの地位は良くなり，さらに多くを借ることができるようになるだろう。このようにして
日をおかずして，かれは多くの資本を運用し，借りたものにたいし利子を支払っても，豊
かな所得を残すほどの利潤をあげるであろう。さらに資本をもたない者は，他人と共同経
営者になるか，または株式会社の管理経営者になるだろ・う。「資本家だから，雇用者にな
るというのは，もはや真理ではない。利潤があがるように労働を雇用する能力をもってい
るから，資本を運用するのである。産業のかかる頭領（すなわち産業のオルガナイザー）
にとっては；資本と労働はともに，かれらのいくつかの機能を行使するための機会を与え
るものである。」10
さて，事業能力のばあいと熟練労働のばあいとの間にはいくつかの相違点があるものの
それらの相違はある業種の事業能力が，本質的な諸点においては，熟練勢働の供給と同じ
ように決定されるというのをはばむものではないと結論できよう。しかしながら以下でみ
るように，借入れ資本を運用する人の経営の稼得は，同じ能力をもち，自己資本を運用し
ている者の所得より，単なる利子分以上に少ない。
第10章利子
§1. 利子は第 1 に稼得•利子基金の額に依存する．
資本および各種の勤労の正常供給の法則について検討を終えた。次の段階として，正常
な供給と需要間の関係と，資本にたいする正常利子と各種勤労の正常稼得が決定される道
筋を研究しよう。 ・
すでにみたように11), 1国の資本と勤労の総純年生産物は，地代と税をそれから控除し
たのちの，資本利子と各種の勤労の稼得からなる。そしてそれらを稼得•利子基金と呼ん.... 
できた。資本がこの基金にたいしてもつシェアーは，第1に基金の額に，第2にその分配
方式に，依存する。
第 1 に所与量の資本と労働によって達成される稼得•利子基金の額について。これは，
農業・鉱産上の富の自然的資源の規模と肥沃さ，さらに農業，鉱業，製造業の技術上の進
9) Bagehot, /. c. 
10) Walker, On Wages, ch. XIV. 
11)第2編第6章 §2.
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歩，そして自然と技術が人，財，情報を素早く，かつ安価にある場所から他の場所へ運ぶ
ために用意した諸手段に依存する。遠隔地と頻繁かつ容易に往き来できる国は，たとえ土
壌がやせていても，資本と労働に非常に高い収益をもたらすことができる。なぜゆえなら
ば， 1国の勤労の集中が製造業や交易に大きな利益をもたらし，海外から適正な費用で食
糧や原料の多くを購入することができるからである。しかしすすんだ諸技術が豊富な自然
資源を利用するために用いられている新開国において，もっとも高い収益があげられてい
る。しかしながらこの条件は，相互間の交易手段を容易に組織し，分業を利用しうるだけ
の人口集中がみられないばあいには，完全には満たされない。
さてそれらのものが，自然が所与量の資本と勤労にたいして与える稼得•利子基金の額
を決定する諸原因である。つぎなる段階は，この基金が，いかにして資本が利子として取
、る分け前と，勤労が稼得として取る分け前へと分配されるかを研究することである。その
のちに，・勤労へ向う分け前が，いかにして，種々の階層の末熟練労働，熟練労働，そして
事業能力間に分配されるかを，研究せねばならないであろう。
ある資本家が自己資本を，事業に投入するとき，生産において勤労を補助する資本を供
給する者と，その勤労が資本の援助にたいする需要を形成する者たちの両方を考慮せねば
ならない。かれが資本のために得る利子は，実際にはかれがその働らきのために得る経営
の稼得から，はっきりと区別されるものではない。両者は一緒にして利潤の名のもとに考
慮される。しかし理論のためには，両者を区別しなければならない。かれの所得のうちか
れが資本を他人の利用に供するために貸しだすことによって得られるであろう部分を利子
とみなさざるを得ない。それはあたかも，もしある人が所有地を耕やすなら，かれの所得
のうち，その土地を他人に貸しつけたばあいに得られるであろう部分を地代とみなすのと
同じである。
§2. 第2に勤労の資本の援助にたいする需要に依存する．
稼得•利子基金の資本と勤労の分け前への分配から生来する利子率は，資本の援助にた
いする勤労の需要の緊急度に依存することが判明するだろう。
文明国においては，どんな生産でも，資本と勤労の両方を必要とするが，異なる時所に
おいて同じ程度にそうであるわけではない。もしもある所において，勤労の豊富な供給と
資本の稀少な供給とが存在し，他方多くの補助資本で働らく者が，わずかのもので働らく
者よりはるかに有利であるような生産方法が用いられているとするならば，勤労の資本の
援助にたいする需要は緊急なものとなるだろう。すなわち生産に用いられている所与量の
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資本は，勤労を助けて獲得した生産物の大きな分け前を得ることができるだろう。なぜな
ら勤労は大量の資本の援助を緊急に必要としており，その所有者たちは，資本の稀少性に
よってそれを遊休させる危険を犯すことなく，きわめて有利な条件で契約を結ぶことがで
きるからである。
逆に，勤労の資本の援助にたいする需要は，人口に比して大量の資本供給が存在するな
ら，緊急なものではなくなるだろう。そして生産方法は，用いられる補助資本の量が増加
しても，それによって大きな利得が生じないようなものである。かくして勤労は，高い利
子率を供与し，資本に充分な生産物を譲り渡すことを強制されなくなるだろう。
かくして，他の事情にして等しければ，資本の増加は，資本の援助を求める勤労間の競
争を減らしてゆき，利子の犠牲の下に稼得をひきあげてゆくことになろう。まったく同じ
ように，他の事情が等しければ，資本が停滞的であり，人口が増加するなら，資本の援助
を求めて勤労間の競争が高まり，稼得の犠牲のもとに，利子が上昇してゆくだろう。
しかし他の事情は一般には等しくない。文明の進歩とともに，勤労の資本の援助にたい
する需要は，その国の人口増と関わりなく，増加してゆく。なぜなら文明の進歩とともに，
人が目的達成のための手段として用いる，機械その他のものの量および額が絶えず上昇し
てゆくからである。この変化のいくつかの事例をのぞいてみよう。
以前，人びとは手で水を汲みあげるか，ないしはどれだけの水であれ必要とするものは
バケツに入れて運んでいた。今日では水道会社は，金をかけた工場を建設し，水は必要と
するところへ流れてゆく。そのような水道のすべては，資本化されることにより，経済化
された努力を示している。同様に，照明や都市排水，鉄道や運河による人や財の運送，ま
た電信によるニュースの送信のためのあらゆる現代的設備は，骨折り作業の大部分を資本
化することにより，すなわち出発点においては，長年月の間にそれからもたらされる利便
によって報われるであろうという期待のもとに多額の支出を行うことによって，そうしな
かったばあいに比して，はるかにわずかの骨折りによって目的を達成することができる。
また用いられる固定資本の耐用性が高ければ高いほど，投入される資本の総額もそれだけ
大きくなる。たとえばある国の建築に，利潤を得るように投資される資本量は，全体とし
ての石づくり建築が，素早く建設されるもののたちまちに摩損してしまう木材にとって代
りはじめる時に急速に増加する。この変化は今日アメリカで進行中である。
重要な発明のほとんどすべてのものが，資本の利潤のあがる投入先を増やすことになっ
ている。ある機械がかつて！ま手作業でおこなわれていた仕事を行うようになると，資本の
投入先が増加する。機械の純収益は，減価償却と作業経費を考慮し，かつ経営の稼得をふ
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くめたその作業の価値と定義できよう。往々にして，その純収益がそれに投資された資本
の市場利子率をまかなえないがゆえに，採用されえない機械が発明される。時が経つにつ
れ，機械が改良され，純収益がこの利子を払えるようになると，それは利用されるように
なり，資本に新しい場を提供する。このように高価な機械の使用によって得られる利益が
増すにつれて，利潤を生みだす資本の投入先がひろがり，かくして利子率を引上げる。
固定資本の耐久性が増し，機械その他の補助資本の用途が広がれば，勤労を援助し，雇
用を与えるために要求される資本量が増加する。逆に，そのような変化はすべて，資本を
援助し，投入先を与えるために要求される勤労の量を減らしてゆく。かかる変化のすべて
は，勤労の資本の援助にたいする需要を増やす。
§3. 利子率と需要される資本量との関係．
つぎに，一定の技術水準のもとで，所与の人口によってその援助が生産において需要さ
れる，資本量は，その援助を求めうる利子率に依存している。
この考え方をはっきりさせるために，ある特定の業種，たとえば帽子製造業をとりだし
その業種が吸引する資本量を決定するのはなにかを考察してみよう。利子率が，最優良債
券にたいして年4パーセントであるとし，帽子製造業が 100万ボンドの資本を導入すると
仮定しよう。このことは帽子製造業が，資本を有利に活用して，それなしで済ませるより
はむしろそれを利用してネットで年4バーセントを支払うに足る資本が 100万ボンドであ
ることを示している。ここでネットとは，取引上の危険および人的危険さらに減価償却に
たいするすべての引当金を除いているという意味である。なんらかのものがかれらには必
要である。なんらかの衣食住上のものばかりでなく原料のようななんらかの流動資本およ
び，道具と多分小さな機械のようななんらかの固定資本を必要とするはずである。
もちろん競争が通常の事業利潤以上のものを，この資本利用から得ることを妨げるが，
その資本を失うことが大きな痛手であるなら，その業界の者たちは，それより良い条件で
資本が利用できないとすれば，その資本にたいし50パーセントをすすんで支払おうとする
だろう。もしも利子率が年20パーセントであったなら，その業界が是非とも採り入れよう
とし，もしもそれより高かったならそうしょうとしないであろう，他の機械があるかもし
れない。レートが10パーセーントであったとすれば，さらに多くのものが利用されたであろ
う。それが7バーセントであったとすれば，さらに多くが。もし5パーセントなら，さら
に多く，そして最後にレートが4パーセントなら，かれらは一層多くを利用する。かれら
がこの量を有するとき，そういえるだろうが，その機械の最終効用，すなわちまさにちょ
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うどそれだけ採用するに価値あるとする機械の効用は， 4バーセントによって測られる。
利子率の上昇は，機械の使用を抑制するであろう。なぜならかれらはその価値にたいし，
4パーセント以上の純年剰余をもたらさないものすべての使用を避けようとするからであ
る。そして利子率が下落すれば，より多くの資本の援助を需要するようになり，その価値
にたいし4パーセントよりなにがしか低い純年剰余をもたらす機械を導入するようになる
だろう。さらに利子率が下がれば，より多くのものが帽子製造工場に利用される建物や製
造家の住宅の形をとるだろう。そして利子率の下落は，帽子製造業において，原料のより
多くの在庫や小売業の手元にある完成品の形で，より多くの資本が利用されるようになる
だろう。
利子率の下落は，他の業種に比していくつかの業種の一部の資本需要を増加させるだろ
う。 1世紀前には，それは農業にたいしては，ほとんど影響をもたらさなかったが，今日
においては，利子率の下落は，その収益が何年もの長期にわたると予想される農業機械や
諸改善の利用をおおいに促すであろう。また木綿製造業においては，ごくわずかの影響し
か及ぽさないであろう。なぜならその業種の工程はかなり画ー的であり，そこに投資され
うるほとんどすべての機械を絶えず利用しつづけるほどに大規模であるからである。とは
いえこの業種でも利用資本の増加は，機械の改善の採用を早めるだろう。しかし木材加工
業と製鉄業においては，もしも常時稼動さすことができれば経済的に利用できるが，小工
場では時々しか使うことができないような機械が，非常に沢山存在する。そのような機械
の利用は，利子率の下落によって増大するであろう。
もちろん多くの機械の純収益をまったく無にしてしまう不況が何年かある。またまった
＜純収益をあげえないある種の機械がある。しかし平均的な結果を眺めるなら，機械その
他1国で利用されている資本の年間純収益は，ちょうどその時の利子率で，その価値にた
いし利子を支払えるものだろう。たとえば，もしも，それは大体真実であるが，英国の利
子率が4パーセントで，英国の各種業種のすべてが，さまざまなかたちで， 4,000,000,000
ポンドの資本を利用していると想定するならば，このことは， 4,000,000,000ポンドがま
さに，現在英国において諸種の危険を勘案したのちに，その価値にたいし4パーセント以
下の年率純収益しか与えないと思われるものには使わずに利用しうる資本額であることを
示している。
§4. 資本需要の法則．....... 
このように資本の貸付にたいする需要は，商品の販売に適用されるのと同様の法則に従
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がう。所与のいかなる価格においても，購買者を見出す一定の商品量があり，価格が上昇
すれば，販売可能量が減少するのとまったく同じようなことが，資本の利用に関してもあ
てはまる。 1国の生産技術がいかなる状態であっても，いろいろな業種が，もしもその年
の稼得・利子基金のうちの資本の分け前が資本にたいして7パーセントであることを配慮
せねばならぬとしても，すなわち言い方を換えれば，もしも資本の使用について年率7パ
ーセントを支払わねばならぬとしても，産業に採り入れる価値があるとみなされる一定の
資本量が存在する。もし6バーセントを使用の代価として支払わねばならぬとすれば，ょ
り多量を投入する値打ちがあることになろう。もし5パーセントなら，より一層多量が，
4パ.,..セントならそれよりなお多量が等々 ということになる2)0 
富の貸し付けにいする需要は，それを生産的に利用する意図をもたない人や政府によっ
てもなされるが，かれらも将来の所得を抵当にして現在の支出を増やすことができる。資
本需要のこの部分もまた，貸付けを手に入れうるこどができる利子率が低ければ低いほど
大きくなるであろう。
かくして，資本需要は，人口数， 1国の自然資源，生産技術が補助資本の投入にたいし
て与える機会，および非生産的消費者の必要に，依存することが分かる。所与の時点で，
ある市場において借り手を見つけることのできる資本額は；貸しつけ利子率に依存し，こ
のレートの下落によって，需要額は増加し，上昇によって減少する。現行利子率は，各借
り手にたいする最終効用，すなわちかれがまさにそれだけ利用しょうとする資本のかれに
たいする利益を指し示す。 、
§5. 資本量が固定されているという仮定．
1国の年間の資本増加分は，全体のなかで目に見える割合を占ることはないので，短期
間だけを考察するのであれば，その期間，供給は固定しているとみなしても，たいした誤
りを犯すことはないであろう。この仮定にたてば，利子率の法則は，その量を増加さすこ
とのできない，商品の価値法則と類似したものになる。すなわち需要が価値の唯一の規定
因である。それゆえ利子率は，ちょうど現存資本を喚起するものになるように単純に決定
される。
12) Jevons,'The advantage of capital to industry," Theory of Political Economy, 
ch. VII. と比較せよ． 〔マーシャルはすでに1872年の書評においてこの節でとりあげ
られているジェボンズの議論を批判している。〕
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§6. 資本成長がまったく利子率に支配されているという仮定．
しかし長期間を考察する段では，•利子率が資本増加に及ぼす影響を無視することはでき
ない。そして問題は難かしくなる。単純化のために，資本供給は利子率と独立に決まると
仮定したばあいおこなったものと反対のものを仮定することから始めよう。いま，利子率
—資本を利用に供することにより得られる価格ー一ーが資本蓄積に多大な影響を与えると
仮定してみよう。
たとえば人びとはもしも資本の利子として年率5バーセントを得ることができるとすれ
ば，大いに貯蓄しょうとするが，これだけの率を得られないとなると，多くの者は，貯蓄
するのをやめ，自分の資本を消費しはじめるものと想定しよう。このばあいには，投資を
保障する正常利子率は， 5パーセントに固定されるであろう。なにゆえなら，利子率が5
パーセント以上である限り，資本はすみやかに蓄積されるだろうからである。資本の成長
は，生産物の分配を勤労に有利に，資本に不利にし，稼得は上昇し，利子は下落するだろ
う。それが5パーセント以下に下落すれば，資本の蓄積が抑制され，多くの者は資本を食
い潰すだろう。かくして勤労の資本の援助にたいする需要は増加し，生産物の分配はより
一層資本に有利なものとなるだろう。稼得は下落し，利子率はふたたび5パーセントに上
昇するだろうそして等々の動きがつづく。このように年率5バーセントの利子率が，節欲
の報酬が絶えずその方に引き寄せられる中心ないし正常価値であり，そこからの乖離は一
時的な異常にすぎず，そのような動きがあれば，それを修正する力が働らく。
この仮定のもとでは，正常利子率は，豊かな新開国の開発や固定資本の巨大な拡張の機
会を与える発明といった，資本利用領域のあらゆる変動とは独立に， 5パーセントに固定
されていることになっている。もちろんこのような変動は，一時的には利子率を引きあげ
るかもしれないが，目下の仮定では，この上昇がすみやかに資本の大幅増加を呼びおこす
ので，利子は5バーセントより高い水準に，かなりの期間とどまることはないだろう。こ
の想定では，その生産経費が生産量から独立である商品の正常価値のばあいと同様に，正
常利子率は固定されている13)。
§7. 資本供給の法則．正常利子率の法則．
しかし実際は，利子率が資本蓄積に及ぼす影響は，この仮想的ケースにおいて想定して
いたものよりはるかに弱い。人びとが抱いている貯蓄動機はさまざまであり，その性質に
13)第2編第5章 §3.参照．
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も大きな差異がある。ある者は，利子率がどんなに高くとも金使いが荒いであろうし，他
の者は，それが低くとも，家族や老令に備えて貯蓄を行なうだろう。全体として， 1国の
利子率の下落は，いくつかの道筋を通って，資本成長を抑制するようであり，また他の道
筋からは，それを促進するようである。しかし後者の影響は，前者よりも小規模であり，
したがって利子率の下落は，小規模であるばあいが多いとしても，ある程度資本蓄積率を
低減させるであろう 14)。
いままでのところを要約すれば，非生産的消費者によるものを除けば，資本需要はその
国の自然資源，その国の勤労人口の数および生産技術の状態に依存することが分かった。
この需要は，その国において所与の資本量が利用されるさいの利子率を決定する。供給は
多くの原因，そのうちのひとつが利子率である，のゆるやかな作用に依存する。
この供給の法則と需要の法則を結びつけると，正常利子率の法則を得ることになるが，
それは一一
1国の経済的条件が長期間ほぼ均ーであったばあいには，資本供給は，それを
供して得られる利子率が，この供給を招来するのに必要であるところにきまる。
そしてこのようにして決定された率が，正常率である。それがちょうど資本の全
供給に利用の場を与えるものである時，この率は均衡にある。
§8. 英国における正常率．
英国における資本の大部分は，国が今日のような経済段階に達してから，蓄積された。
この国の正常率は，優良債券にたいしほぼ4パーセントである。英国のばあいには，外国
市場が利子率に及ぼす影響がもっとも重要である。率が4パーセントをはるかに上回るな
らば，現在海外投資に振り向けられている多くの資本が，国内にとどまるであろう。より
多くの資本がここで利用され，資本の勤労の援助をもとめる需要は上昇するだろう。そし
てこれは利子の犠牲のもとに賃金を引きあげるであろう。他方もしも率が4パーセントを
はるかに下回るなら，この国で投資先を求める資本量は減少し，勤労の援助をもとめる資
本の側の競争は少なくなり，生産物の資本と労働への分配は，資本により有利になるだろ
う。そして利子率は上昇するだろう。
英国における正常利子率が，かなりの期間にわたって， 4パーセントをはるかに離れそ
うには思えない。しかし投資先の変化によってゆるやかに変化してゆくであろう。他方市
14)第1編第6章 §4.
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場利子率は中心としての正常率の両側へはげしく上・下動を繰り返している。
§9. そして新開国における正常率．
蒸気機関の発明以前までは，西ヨーロッパの正常利子率は，今日よりも低くなりつつあ
ったようである。近代産業の面前を襲った変化が巨額の補助資本に有利な投資先を与え，
そのうち 700,000,000ポンドが英国の鉄道に投資されてきた。相つぐ発明は，外国貿易の
発展とあいまって，利子率の低落をともなわずに，人口よりはるかに急速に資本を増加さ
せてきた。 1国の富と資本が急速に増加し，他方同時に資本の新しい投入領域の開発が利
、子率の上昇をもたらした期間が他にもいくつか，歴史において記録されている。
新開国においては，自然が人間の働らきにたいして与える収益が，往々にして非常に大
きいので，労働の賃金が高いにもかかわらず，資本使用にたいしては10パーセントないし
それ以上のものが得られる。しかし旧開国から資本が流れ込み，何世代かのものによってあ
る地域が占められる以前に，もっとも肥沃な富の自然の源は，私有財産となり，高い地代
．を要求するようになる。かくして資本と労働との間に分配されるものとして残る生産物，
すなわち稼得•利子基金は，収穫逓減の法則にしたがい，資本が増加する速度では増加し
なくなる。したがって1日開国で得られる利子率に比して大幅に高いものは，もはや得られ
なくなる。賢明な投資にたいして8パーセントの率が，波のように着実に北米大陸の大半
にひろがりつつあり，これにつづいて7, 6そしてさらには5バーセントの利子の波が，
北部大西洋岸諸州から，すでに西へ西へとひろがりつつある。
§10. 利子率逓落の傾向．
利子率の遠い将来を予測することは困難である。これまで文明の進歩は，低利子率でも
貯蓄しようとする意欲を高めてきた。人びとが小さな利得のために忍耐づよく働らくのに
慣れており，安全な所得を所有することに高い価値をおく旧開国では，低利子率はさほど
資本蓄積を抑制しないようである。たとえI~定国では，低和j子率にもかかわらず，国の資
本は年率平均約200,000,000ボンドで増加し，それは総額の30分の 1を少し上回るもので
ある。この増加率がもしも400年維持されるならば，英国人によって所有される資本は100
万倍に，そして800年つづけば， 1兆倍になるだろう。しかし生産技術の将来の進歩につ
いていかに高望みをしようとも，かくも大量の資本を有利に投資する領域があろうとは想
像することができない。遅かれ早かれ，急激な資本成長は，労働の援助を求めての資本間
競争を増大させ，資本の援助を求める労働間競争を減少させるにちがいなく，したがって
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純総生産物のうち資本の分け前は比率において，以前ほど大きくはなくなるであろう。そ
して同時に，資本と労働の所与の量によって獲得せられる総純生産物は，収穫逓減の法則
によって，減少してゆくだろう。したがって究極的には，正常利子率は下落してゆくだろ
う。
それが急速にある最低限にまで下落し，そこで定常状態にとどまるだろうと考える根拠．．． 
はなにもない。むしろ正常利子率は，ごくわずかな上下動をしながら，下落しつづけるが
その下落率は，絶えずよりゆ・るやかなものになってゆくと考えるべきだろう。かくして決
して最低限には到達しないものの，常にそこへ漸近してゆきそうである。しかしその最低.. 
限がどこなのかを推測する手段はなにもない。
第11章賃金
§1. 労働の援助を求める競争．
土地，資本および勤労の生産物が，地代と税を除くなら，いかにして，利子と稼得とに
すなわち節欲に報いる分け前と，肉体的ないし精神的な仕事に報いる分け前とに，分配さ
れるかについてみてきた。いまや，この後者の部分が，未熟練労働と各種の熟練労働およ
び事業能力との間に正常に再分配される方途について眺めてみよう。
ここでは慣習や社会的機会ないし業種組織が，いろいろの階層の勤労にたいし，稼得・
利子基金の分け前を交渉するさいに与えている諸利点についてはかかわらないことにす
る。しかしつぎの編で市場賃金の理論を論ずる段では，そういった利点が，いかにしてあ
る業種の賃金を，かなりの期間，正常な水準から乖離さすことになるかをみることにしょ
う。
まず最初に，各業種の労働にたいする正常需要がなにからなるかを検討しょう。この需
要は，一部は，その業種が生産するかないしは生産を助けるものを得ようとする，消費者
の欲求に依存し，一部は，そのものをつくることに参与している他の勤労階層と資本の所
有者がその援助を望んでいる度合に依存する。かくしてある業種の仕事にたいする需要は
生産におけるその援助にたいする競争に依存するといえるだろう。この用語の意味は，例
を示すことにより一層明らかとなろう。
英国の富の最近の発展は，建物にたいする大きな需要に起因している。他のものを生産
する者は，以前に比して多くの者を，・家屋の購入や賃貸のためにさし向けなければならな
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くなった。建築業の援助を求める競争が激化し，その業種に就く者の賃金を引きあげ，そ
れが1国の富の以前より大きな分け前をかれらが手にできるようにした。さて家屋の価格
がこのように上昇しているときに，突然（たとえば）家大工の供給が中断することを想定
してみよう。建築業の残余の階層はその時，屋根，床等を供給する大工の援助を得にくく
なったのに気付くだろう。そしてレンガ職人，左官や建築請負師の仕事は，大工からの援
助なしではほとんど用をなさないため，建築業の他の業種の大工の援助を求める競争は，
大工の賃金を押しあげ，大工たちは稼得•利子基金の中で放外に大きい分け前を得ること
になろう。
この競争は直接に作用することはないだろう。レンガ職人が，かれらの仕事を助けるよ
うに大工に頼込むわけではない。それは建築請負師を通して，間接に作用するだろう。と
いうのは，すぐにもっと詳しく検討するが，異なった勤労の階層間でのあらゆる争いにお
いては，労働の雇用者が，あるショックの力の一部を吸収し，大部分を他へ転化さす緩衝
器のような役割を果す。大工が足らないと，雇用者は仕方なくますます高い賃金をかれら
に与えるだろう，結果として家屋の価格が上昇すれば，家屋需要が押えられるだろう。雇
用者はレンガ職人その他の過剰供給をかかえることとなり，かれらの賃金は引下げられる
だろう。とかくするうちに建築業の停滞は，建築請負師間の競争を激化させ，かくてかれ
ら自身の経営の稼得が減少するだろう。そうして大工の援助を求める競争の激化は，かれ
らの賃金を引きあげ，この上昇は，一部は，家屋を求める人びとの犠牲により，一部は，
建築請負師をふくむ，建築業の他の業種の犠牲によって負担されるだろう。
§2. 末熟練労働の正常賃金．
未熟練労働の需要は，ものを生産するばあいであれ，直接人びとの欲求に奉仕するばあ
いであれ，その援助を求める競争に依存する。それは第1に，勤労を扶養しまた援助する
用意のある資本量が増加する毎に増加し，また第2に，生産工程において未熟練労働の援
助を求めて争う，事業能力と各種の熟練労働の量が増加する毎に増加する。
末熟練労働者の賃金が，慣行化している安楽基準を維持するに足る額を越えるときには
人口が急激に増加する。しかしそれに不足するときには，人口の増加は抑制される。たと
えば，英国における未熟練労働者の一日の賃金は，小麦半ペックを購入できない水準にま
で下がったことはまずなかった。また2ペック以上を購入できる水準に上がったこともま
ずなかった。賃金はこの二つの境界内で上下動を繰り返している。末熟練労働の日払い賃
金が1ペックの小麦以下になれば，人口が減少し，小麦1ペックより大きければ，人口が
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急激に増加するのが，もしも事実とするならば， 1ペックの小麦が末熟練労働の正常な日
払賃金であろう。というのは，高賃金率が，末熟練労働の急激な増加を引きおこすならば
未熟練労働の，資本やその他の種類の勤労の援助を求める競争が激化するだろう。そして
これは賃金の下落を引き起すだろう。逆に，低賃金率が未熟練労働の供給を抑制するなら
ば，資本やその他の種類の勤労の側の，未熟練労働の援助を求める競争の激化をもたらす
であろう。かくして小麦1ペックが，未熟練労働の報酬が絶えずその方へ引き寄せられる
中心，すなわち正常価値であり，そこからのどのような乖離も一時的な変則であり，その
ような乖離が生じればすぐに，これを修正しょうとする力が作用する。
実のところ安楽基準は厳密に固定しているものではない。しかしそうだとしても，ある
時ある所においては，ほぼ固定されており，人口成長に大きな影響を及ぽすので，この基
準を維持する手段を提供する賃金は，その時その所における，未熟練労働の正常賃金と呼
んで良いであろう。賃金がこの水準にあり，労働雇用の面で，その時大きな変動がないと
すれば，賃金は均衡している。これが正常ないし中心価値であり，そのまわりをめぐって
供給の変動と需要の変動が，未熟練労働の賃金を変化させる。しかし正常価値自体は，国
民の安楽基準の変化にともない，所を異にするにつれ，また時を異にするにつれ，変動し
てゆく。労働需要の増加にともなう賃金の上昇は，それが安楽基準の上昇を引き起さない
かぎり，一時的なものであろう。安楽基準の上昇をともなうばあいには，賃金上昇は永続
的なものとなり，正常賃金が引きあげられるだろう。
§3. 熟練労働の正常賃金の法則．....... 
つぎに種々の熟練労働についてみよう。各種熟練労働の需要は，その援助を求める競争
に依存する。その需要は第1に，いつでも勤労を扶養しかつ援助できる資本が増加する毎
に，また第2に，その種の労働の援助を求めて競争している，末熟練労働，その他の種類
の熟練労働および事業能力の増加する毎に，増加する。一世代のなんらかの種類の技能の
供給を決定する諸原因は，すでにみたように，主として前の世代の機会と慣習に求められ
るべきである。両親たちが息子に仕事を準備させるさいに負担する頬労と出費は．かれら
の資力，先見と自己犠牲の性向および種々の職業についての知識と馴じみに依存する。両
親が貧しくかつ無知であればそれだけ，かれらの息子が将来受けとる賃金を割引くであろ
う率が高くなる。両親の社会的地位が低くければ低いほど，かれらが息子の教育のために
行なった支払から受けとることのできる利益は大きくなるにちがいない。
通常，両親は息子を自分と同じ勤労階層に育てるものである。同じ地域の同じ階層の職
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業間には交流の機会が多いので，かれらの賃金（ないしより厳密には利純益）はかなりの
期間をとれば，大きく隔たることはまずない。両親が子供たちをある職業向きに育てたり，
大人たちがその職業へ参入しょうとする誘因が増加すれば，その部門への労働供給が増加
する。この供給増の主たるものは，同じ階層にある職業からもたらされる。
そこで正常賃金の法則にたどりつく。それは一
稼得•利子基金の額，およびそれが利子と稼得の分け前に分配される方法がす
でに判明しているとすれば，各業種の賃金は，後者の分け前が再分配される方法
に依存する。ある職種の正常賃金はしたがって，その賃金（ないしより厳密には
その純利益）が，その業種の労働供給を良好に保つために他の業種の賃金に対し
てもっていなければならない関係によって決められ，またこれは行われるべき仕
事の困難さ，一般および特殊教育の費用およびそこで要求される肉体的，精神的，
道徳的な天生の資質に依存する。
同じ勤労階層の職種は通常，同じ難しさと費用のかかる教育を必要とし，同じ
賃金を有する。熟練職の程度が下がれば下がるほど，賃金のそれを準備するため
の費用にたいする率は高くなる。
ある職種の賃金の，正常価値以上への上昇が，その職種に就く人びとを急激に増加させ
ることになれば，その人びとは，かれらの援助を求める他の職種の側における競争が減退
してゆくのに気付く。かれらは土地，資本および勤労の生産物の分け前を交渉するさい不
利な立場に立ち，かれらの賃金は下落する。逆にこの階層の賃金が，正常価値以下に下が
り，その職種に就く人の増加を抑制することになると，この職種の援助を求める，資本や
その他の勤労階層の側での競争が激化し，その賃金は上昇する。しかし賃金が正常価値で
あれば，賃金は均衡している。人の増加は賃金を下げるほどには伸びず，それを上げるほ
どには減らない。その職種の賃金は絶えずこの価値の方に引き寄せられ，この率からの乖
離は，一時的な不規則性であり，それが生ずれば直ちに，それを修正する力が働らく。
しかしとくに人々がもし異なる階層にあったばあいにはある職種から他のものへ移るの
を妨げる種々の社会的・経済的障害という摩擦のゆえに，これらの諸力はしばしばごくゆ
るやかに作用する。そして「一時的な不規則性」がかなり長期にわたってひろがるだろ
う。供給と需要の変動は，各職種の賃金を，正常価値の上下へ変動させるが，それはあた
かも浮いているコルクが打ち寄せる波のまにまに，海面を浮き沈みするようなものであ
る。種々の階層の技能の正常賃金は，潮の上下動同様に，ゆるやかに上昇したりあるいは
下落する。正常賃金は，何世代をも経るなかであらわれてくる，国民の種々の階層の社会
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的地位のゆるやかな変化とともに，変化してゆく。
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進歩は，一般に，知性と能力の供給を増加さす効果があるので，もしも行なわれるべき
仕事の困難さが増さないとすれば，熟練労働の賃金は下落しがちであろう。そして事実，
一定の能率をもった熟練労働に支払われる出来高賃金は，多くの部門の製造業において下
落しつつある。それにもかかわらず，たとえば建築業のように，特に有利な環境にある，
いくつかの業種にあっては，全体として賃金は上昇しつつある。しかし行なわれるべき仕
事の困難さと，それを行なうために要求される知性は増しつつあり，労働者の平均稼得
ーかれらの時間賃金ーーは，出来高賃金が下落しつつあるところにおいてであっても，
通常上昇しつつある。
§4. 出来高賃金が変化しなければ，時間賃金の上昇は利潤を低下させない．
ある職種の時間賃金の上昇は，利潤を減少させる傾向がある。しかしもしも仕事にたいし
て支給される賃金が．その能率によって変動する一ー出来高賃金は変わらないとして一一
ならば，時間賃金が高かろうと低かろうと，、勤労の生産物のうち他の者に残されている分
け前は同じであろう。時間賃金の上昇が，それに応じた能率の増加，したがって出来高賃
金の上昇をともなわないばあいにかぎり，その変化は資本に損失を負わせる。事実労働者
に高価な機械を与えねばならない時には，それが出来高賃金を不変とするように能率をあ
げる方に作用するならば，時間賃金の上昇は．資本にとっておおいに有利である。もちろ
ん機械それ自体が，時として「模範を示す」し，普通の労働者は要求されることをすべて
行うことができよう。しかしそのようなばあいは，通常考えられているよりはるかに珍れ
である。同じ機械に運転されている同じような織機ないし同じような旋盤の前で並んで働
らいている 2人の織布工ないし2人の旋盤工のうち， 1人の方は他の者よりしばしば. 1 
日に20パーセント以上の仕事をすることがあろう。そうであれば，雇用者はエネルギシュ
な者に20パーセント以上のものを支給することにより．より多くの時間賃金すなわちかれ
が能率の悪い者に支給するよりも少しばかり高い率で出来高賃金を支給することは雇用者
の利益となろう。というのはこのようにして，雇用者はかれの機械と工場のスペースをも
っともうまく利用することになるだろうからである。
未熟練労働のばあいにおいてさえ，もしも出来高賃金も上昇するのでないならば，時間
賃金をあげることは資本にとって利益である。もしも二人の労働者のうち．ー週18シリン
グの者が， 12シリングの者の三倍の仕事をするとすれば，前者の方が長期的には安上りで
ある。というのは．かれらは他の者よりも，より永く健康と強靱さを十全に保持し，また
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より強健な子供をもつと思われるからであり，さらに2倍の高さの賃金を得ている者によ
ってよりは， 3分の1の低さの賃金を得ている者によって，資本は救貧税を通じてはるか
に過重な負担を強いられることになるだろうからである。
しかしながらある限界を越えると・未熟練労働者の時間賃金の上昇は，それに比例した
能率の増進を引き起こさない。そしてこの限界を越えると，それ以上の時間賃金の上昇は
出来高賃金をも上昇さすであろう。しかしその時でも出来高賃金の上昇は，時間賃金のそ
れよりもゆるやかであろう。資本の成長と製造技術の進歩は，もしも戦争が妨止されうる
ならば，世界を豊かにし，機械の補助をうけることができない•ような重要性の低い末熟練
労働にたいしても高賃金を与えることができるであろう。この富の増大は，もしも未熟練
労働者の安楽基準が低いままであり，かれらが先の見通しのないままに結婚するならば．
実際には，末熟練労働者の賃金を引きあげはしないであろう。しかし未熟練労働者の安楽
基準が，今日の新開国なみに旧開国においてもかれらの賃金が高くなったとしても，かれ
らの人数の急速な増加を阻むようなものになる時代が来るであろう。
(§5. 賃金は労働の割引価値ないし純収益に等しい．）
〔需要が賃金に与える影響は，時折り，自由競争体制のもとでは，すべての人の賃金は，
かれの労働の生産物の割引価値に等しくなる傾向があるあるという言い回しで表現され．.... 
る。
たとえば，なんらの監督も，賃金支払いとして前払いされるものを除いて，なんらの資
本の援助もなく，末熟練労働のみによって，あるものがつくられると想定してみよう。こ
の資本は，徐々に前払いされる，すなわちそのもののいく分かは短期に，ある分は長期的
に，平均すれば，そのものが販売できるようになる以前半年にわたって前払いされると仮
定しょう。 6ヶ月の利子率は，危険を考慮に入れて， 5パーセントであるとしょう。そし
てもしもそのものが105ボンドで売り払われるとすれば，この半年以前の割引価値は100ボ
ンドであろう。そしてそれをつくった人びとの賃金をこの 100ボンドという割引価値に等
しくするように，競争が作用するであろう。
しかしこのような単純なケースは，現実には決して生じない。多くの異なった種類の勤
労，そのひとつはほぼ常に，監督ないし管理のそれである，が生産経費に加わり，それゆ
えにまた販売されるほとんどすべてのものの価格の中に加わる。そしてこの種のもののひ
とつを価格から控除するためには，単に利用されている資本利子ばかりでなく，他の種類
の勤労の稼得を知り，さらにそれらすべてを出来あがった生産物の価値から差し引かねば
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ならない。そうしたところでこれらの種類のどのひとつの仕事の割引価値について語るこ
とはできない。しかしなおその労働の「純収益」については語れるだろう。ある機械の純
収益は，減耗と経営の稼得をふくむ操作経費を控除したのちの，その機械が行なう作業の
価値と定義された。人間の労働の純収益は，その人が，それを生産する他の諸経費のすべ
てを控除したのちに，その生産に参与した生産物の価値である15)0
この表現は，需要が賃金を決定するさいに果す役割を検討するさいには，大いに役立
つ。たとえば，もしも住宅にたいする需要が上昇しているならば，種々の建築業のいくつ
かの，あるいはすべての労働の純収益は増加しているにちがいない。建築業の一職種たと
えば大工の労働の稀少性が，他のものに比して大きいという標徴があらわれるとしょう。
そしてもしも建築業の他の部門（建築請負師の経営の稼得をふくむ）の稼得が増えそうに
ないとすれば，大工仕事の援助を求める競争が激化し，かれらの労働の純収益が価値のう
えで上昇し，したがってかれらは稼得•利子基金のうちの以前より大きい分け前を得るよ
うになり，またかれらの賃金は上昇するだろうと言ってよいだろう。
さらに労働の純収益という表現は，同一職種の出来高賃金を均等化するさいの需要の影
響を説明するときにもうまく利用できる。この影響は，自由競争体制の下では，すべての
人の賃金ないしより一般的には，すべての人の稼得は，かれの勤労の純収益に等しくなる
傾向があるという言い回しによづて表現できるだろう。〕
第12章経営の稼得
§1. 借入れ資本による営業．嘗業t~痺験.l:-的痺聰
事業能力の供給は，本質的な点すべてにおいて，熟練労働の供給と同じように決定され
るということをみてきた。いまや正常な経営の稼得を決定する諸法則を検討せねばならな
い。これらの諸法則は，一見したところ，かなり違ったものであるようにみえる。そして
事実それらは熟練労働の正常賃金を決定するものと若千異なっている。主たる相違は，経
営の稼得が資本の管理権を有する者によってのみ得られるという事実から生じている。そ
こで，一人は自己資本で，他方は借入れ資本で同じような事業をおこなっている二人の経．
営の稼得を比較してみることから始めよう。
15)この種の説明がある著述家たちによって，賃金の理論と誤って受けとられてきた。し
かし実際には，それは新しい形式によって書かれた「価値は生産諸経費に等しくなる
傾向がある」という法則にすぎない。
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自己資本で営業活動を営む者は，かれの経営の稼得が，かれが資金をもって優良債券を
購入したばあいに得られるであろう利子を控除したのちの，事業の全純利益であると考え
ている。しかし事業用の資本を借入れる者は，ともかくもかれ自身の財産が優良債券に充
分匹敵するものでない限り，それよりもはるかに高率の利子を支払わなければならない。
経営の稼得を知るためには，この高率の利子を，かれの事業による利潤から控除しなけれ
ばならない。かれが支払わねばならぬ利子率は高い，なぜならばかれのばあい，すべての
事業につきものの不可避的危険に加えて，別の危険がつけ加わるからである。
使用している資本や生産された財の価値の摩滅や減価の可能性といった原因か
ら生ずる危険は，事業につきまとうものであり，営業上の危険と呼ばれるだろ
う。 1人の人の資本が他の人の管理下におかれた時にうまれるさらに別の危険は
人的危険と呼ばれるだろう。これは貸し手が，借り手の事業上の能力と誠実さに
ついて犯した誤りによるものである。
自己資本でもって営業している者は，事業が赤字経営であるかどうかをみつける努力を
する充分な動機を有している。しかし借入れ資本で営業している者は，そのような強い動
機を有していない。もしもその人の道徳感がさほどつよくなければ，計画的詐欺行為を意
図するのではないにしても，債権者たちにてひどい損失を蒙らせるにいたるほどに赤字事
業をつづけるかもしれない。というのも成功すれば，利得はかれのものになるし，失敗が
多額であれ，少額であれ，気にかけないからである。
貸し手がこういった各種の危険に保険をかける一つの方法が，貸し付けにたいし高率の
利子をかけることである。しかじ高率の利子は，長期間の貸しつけの危険を補償するため
に要求される。したがってかかる貸し付けは普通短期向になされる。この期間が短かけれ
ば短いほど，貸し手が蒙むる危険は少なくなり，またもしかれ自身営業の都合で，•そうす
る必要にせまられたときには，かれの資本使用をよりすみやかに取り戻すことができる。
このような次第で銀行家その他の者は，借り手が債券を担保にして，資本を長期間適度の
率で貸してくれるような行動をとれないときでさえ，時として年率3ないし4パーセント
を越えない利子率で，資金を数ヶ月単位16)で貸すのを好む。
しか・しこのような短期資金に大きく依存している者は，きわめて不利なもとで営業活動
を行なっていることになる。というのはなんらかの災難がかれの信用を傷つけるか，ある
いは金融市場の障害が借り入れ可能資本の一時的不足を，もたらすならば，かれはたちま
16)これは主として「割引手形」でなされている。
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ち大きな危機に陥るだろうから。かれは適正な条件ないしはどんな条件をだしても借入金
'の更新ができなくなり，きわめて有望な企画を中断させられるかもしれない。商業恐慌が
さし迫っていることを示すひとつの主要徴侯は，短期の借り入れ資本で営業をおこなって
いる者による，止むなき欠損販売が，どんどんとつづくことである。
借り入れ資本で営業している業者は，いくつかのかたちで高い利子率を払わねばならな
いようである。しかし高いにもかかわらず，自己資本で営業する者たちとの競争を妨害す
るほどには高くない。むしろ逆に，借り入れ資本で営業する者が，自．己資本で営業する者
より大幅に進出しているように思える。
この理由については詳しく論じないことにしょう。 50,000ボンドの資本を有する者は，
それを貸し出すことにより，一簡単に， 2,500ボンドの所得を安全に手に入れること．ができ
る。そしてかれが営業上の危険にたいする一連の保険を控除して，年に 2,500ボンドある
いは 5,000ボンドをも経営の稼得として得ることができるのでなければ，苦労と心配の多
い事業生活に参入しょうとは思わないということは十分ありうる。しかし少ししか資本を
所有しておらず，ために働かずには安楽な生活ができない，同じ能力をもっている者は低
い経営の稼得を享受することになるだろう。かれは，実際に支払う利子と，借り入れ資本
による営業のために蒙むる間接的危険を控除すれば，営業によって年間1,000ボンド以下
の純益しかあげえなくとも，自己資本に加えて， 50,000ボンドの借り入れ資本を導入しょ
うとするだろう。したがってかれは独自資金をもつ人が要求する利潤率を得ることができ
ないような，低価格でも販売することができる。このように生活のために事業に依ってい
る者は，安値売りを行ない，それほど商売にたよっていない者を業界から駆逐する17)。
§2. 合名会社および株式会社における経営の稼得．
さらに資本の所有者たちが，少なくともその事業の危険に参与するかたちで事業を運営
することによって，経営の稼得を得ることもあるだろう。これをやるもっとも単純な方法
は， l日来の合名会社方式である。以前の時代では，わずかの資本しかもたない者は，ある
財産家か個人企業の信頼を得て，共同経営者として参画しない限りは，高い経営の稼得を
得る機会は，ほとんどなかった。
17)これは英国の商業をますます民主的なものにしつつある。そして「商人貴族の大家の
が永く存続する」のを阻止するという弊害をもたらす。「……しかし動物王国におい
てそうであるように人間社会においても変化の傾向は進歩の原則である」バジョット
の『ロンバード街」第1章参照．
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また，あるひとが自己賓本以上の資本を有利に事業に利用できると考えるなら，事業を
株式会社に変更することがしばしばある。すなわちかれは他人に事業への参加を認める。
その人びとは，危険を分担し，それに応じて，かれに経営の稼得を支払ってのちに残る純
収益を，両者間で合意されたなんらかの立案にしたがって分受する18)。主要株主あるいは
株主によって経営されている，この種の株式会社は，非公開企業とほぼ同様に，自由かつ
機敏に行動することができるだろう。株式会社はいくつかの点で不利である。が有利な状
況の下では，敏速な企画と素早い行動が必要とする業種においてさえ， うまくやってゆけ
るだろう。
しかしながら大きな株式会社の事業は，わずかな時間だけ勤務する理事とフル・タイム
の勤務をする総支配人によって運営される。総支配人は，大株主でるあことはめったにな
くそれなりの俸給で満足して働らいている。そのような会社の事業は，もっぱら類似の有
能な人によって運営される非公開企業に比して，わずかの努力と費用で経営されている。
ミルが述べているように，株式会社は，意図的な義務無視をやらない忠誠心をもっている
が絶えずより儲けの多い企画や，経費の節減できる企画をたてる熱心さはなく，いつも小
さな利得，小さな貯蓄を考えているお雇い重役の下で安定経営ができるだろう。しかしな
がら，もしもその会社が大きく，かつ管理職にかなりの高給を支給することができれば，
会社の事務は，多くのかたちで，能力的に第二級の人物の手中にある非公開事業よりもう
まくとりしきられるようである。理事は通常，会社の事務遂行にかかわる総括的方針の決
定とかれらの下にいる主要幹部の能力と勤勉さを判定する責を負う，幅広いかつ多様な事
業経験を有する人物である。したがって大株式会社の経営が，もとより完全とはいえない
にしても，非常に悪いということは，意図的にそうされているところを除けば，めったに
ない。
株式会社の公開性は，たとえば金融とか保険といったものにたいして公的な信頼を得る
必要のある業種においては，阻害要因というよりはむしろ役立っている。鉄道その他巨額
の資本を必要とする事業部門では独占であるが，．大資本が主として画ー的に管理され，ま
た大担かつ投機的企画を必要としない，事業ではすべて，他を圧して株式会社がどんどん
進出している。というのは株式会社は，苦労の多い事業をおこなう豊かな資本家が得るよ
りも，はるかに低い利潤率でやっていけるからである。株式会社の成長は，事業能力をも
パー~.,. ー
18)これはいくつかの点において，「休眠共同経営者」を非公開企業へ導びき入れる旧案
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と似ている。休眠経営者は資本を供給し，危険を分担するが，経営の稼得にはあずか
らない。
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つ人びとに，資本管理権を与える大きな機会を提供している。
§3. 異なる業種における同額資本にたいする利潤．
743 
つぎにある事業の経営の稼得が，そこに投入されている資本とどのような関連があるか
を，検討してみよう。困難さが同じ業種に投入されている，すべての資本にたいする正常
利潤率は，資本が大きくとも小さくとも，同じであろうか。
もしも業種が異なる 2つの事業が困難さと不快さの点が等しいとすれば，そしてさらに
同額の資本を必要とすれば，もちろん両者の経営の稼得が均等となる一定の傾向が存在す
るであろう。実際には，二つの業種において，同じ資本をもつ二人の人の経営の稼得の間
には，大きな相違があるだろうし，同じことは一つの同じ業種内部においてもいえる。こ
の差異は能力や好運に差があることから生ずる。それはあたかも医者や弁護士で成功した
ものとそうでない者との稼得の間に大きな差があるようなものである。さらに事実として
は多くの資本と事業上の恵まれた縁故とをもって人生を出発する有能な事業家は，こうい
った有利さをもたずに出発する同じ能力をもった人よりも，高い経営の稼得を得るのはあ
りがちなことである。しかし同様の不平等は，差は小さいものの，同じ能力をもちつつも
社会的有利さに差がある出発をした専門職の稼得の間にも存在する。
さて考えようとしているのは，同額の資本が投入されている困難さと不快さが等しい二
つの職業についた，平均的能力と好運を有する人びとの経営の稼得を，競争が均等化する
傾向があるということである。それぞれのばあいの利潤は，・経営の稼得に，投入資本の利
子を加えたものである。そして投入資本の額が等しく，また考えに入れなければならぬ利
子率は，現代の金融制度の下では事実上あらゆる業種で等しいので，二つのばあいにおい
て利子の額は同じである。したがって経営の稼得が二つのばあいに均等になる傾向があれ
ば，事業の利潤も等しくなる傾向がある。したがって一一
同額の資本にたいする利潤は，均しい危険，不快さ，苦労をふくみ，等しく数
少ない天性の能力と，等しく高価な訓練を要求する業種においては，絶えず均等
化してゆく。
しかしながらすでに注意したように，もし 100ボンドがあるものの生産のために，それ
が販売できるようになる 2年前に投資されたのであれば，利子の項目の下に， 100ボンド
が販売可能となるわずか1年前に投資された時よりも2倍ないし2倍以上を支払わねばな
らない。しかし 100ボンドにたいし経営の稼得として支給される総額は，長期であろうと
短期であろうとほぼ同額であろう。したがって利潤の年率は，後者に比して前者のばあい
79 
744 闊西大學「親清論集」第31巻第4号、
の方がかなり低くなろう。この理由のために投入総資本にたいする利潤の年率は，一般
に，多くの固定資本を利用する業種の方が．ほぼすべての資本が流動資本である業種より
低い。
§4. 等しくない資本にたいする利潤．
つぎに，大資本の管理は，どのような業種においても，ほぼ常に，数少ない生来の能力
と費用のかかる訓練を，小資本の管理が必要とする以上に必要とするという事実の結果を
検討せねばならない。小さな事業を経営する者は，同業者にリードされるままついてゆく
だけで満足しているかもしれないが，大事業を統率する者は，はるか将来を見通し，周囲
を広く見渡し，たえず事業遂行方法の改善を見つけださなければならないことについては
述べた。小事業管理者が時間の大部分を費す仕事について，大事業管理者は部下たちに任
せ，自分の全精力を，立案，組織，将来の見通しとその準備に費す。かれは部下について
の知識とかれらを管理する能力を身につけていなければならない。かれは部下をうまく選
択せねばならず，また事業を自分の手で統率する一方，部下たちの精力と責任感を喚起す
るように自由を与えなければならない。これができない者は，大企業を育成する能力はな
く，あるいはもしも相続ないし他の偶発事によって，それを所有することになったとして
も，管理する能力さえない。
大事業を経営するために要求される，すべての類稀れな資質を保有している者は，余程
の不運に見舞れないかぎり，その資本にたいし，高い利潤率を得るだろう。この利潤はか
れの資本を増やし，かれは幅広い基盤の下に大担な構想を企画し，遂行するよう鼓舞され
ることになるだろう。他の人びとがかれに抱く信頼感が，資本の借り入れを容易にし，ま
たかくしてかれが高い経営の稼得を得るためのひとつの条件である能力をもつゆえに，ぃ
まひとつの条件である大資本の管理権をたちまちにして手に入れるであろう。
以上から判明したことは，第1に，大資本の管理には，小資本の管理・よりも高い能力が
要求されること，第2になにがしかの資本と大きな事業能力を持つ者は，間もなく大資本
の管理権を獲得し，他方，事業能力をもっていない者は，たとえたまたま大資本を管理す
ることがあっても，たちまちにそれを使い果してしまうような，淘汰過程がたえず進行し
ていることである。大きな事業における経営の稼得は，平均すれば，小さなそれよりも高
いはずであることをこれらの事実が示している；そして同じ業種の異なった事業の平均的
な経営の稼得は，ほぼ投入資本に比例して変ると考える根拠にもなっている。しかしなが
ら，同じ業種の異なった資本にたいし，同じ平均利潤率が存在すると信じる別の強い根拠
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も存在する。
たとえばAとBは隣接する木綿工場の所有者であり， AのものがBのものの2倍の大き
さであることを除けばあらゆる点で似かよっていると想定してみよう。二人は労働を雇用
し，原綿，機械建築資財等々を同一市場で同一価格で購入する。確かにAの事業では，
Bが利用できないごくわずかの経済が存在するであろう。他方， Bのように小さな事業な
ら，自分でそれをする時間を都合できる仕事のいくつかを， Aは部下に給与を支払ってや
らせるであろう。しかしこれらの相違を無視するなら， Aのつくるキャリコ 1ヤー ドの，
利潤を除く，総生産経費は， Bのそれと同じであり，キャリコ 1ヤードあたりの利潤はA
もBも同じであろう。 Aの利潤率はBのものとと同じであり， Aの経営の稼得はBの2倍
であろう。
理論がさし示す帰結は，かくして経験によって確認される。経験と理論はともに，一般
原理として，同額の資本にたいしてばかりでなく，同じ業種の等しくない資本にたいする
利潤率も，また等しい不快さと困難さをもつ業種間における利潤率も等しくなる一定の傾
向があることを教えている。しかしこの原則には重要な例外が存在する。
§5. 例外的事例．
第1の例外は，大事業主は，小さな事業主なら自分でやる仕事の多くを，やらせるため
に部下に賃金を支払う。そしてこの支払いは利潤とみなされる。たとえば，小農場主があ
げる平均利潤率は，大農場主のそれより大きい。なぜなら小農場主の利潤は，かれ自身の
手になる仕事の賃金とともに大農場主同様に，しかしかれ以上に密着した雇用労働監督に
よる賃金をふくんでいるからである。また商店主の資本，とりわけ繊維業のいくつかのそ
れにたいする利潤率は，たとえ双方が同じ顧客階層に販売するばあいでも，大資本に比し，
小資本の方が一般に高い。というのは，小商店主の利潤のなかには，各顧客の特殊な好み
に注意深く対応することによって得る稼得がふくまれるのにたいし，大商店主はその仕事
のために高い賃金を支払わねばならないからである。
第2の例外は，第1のものと密接に結びついている。小さな製造業者や卸売業者は，大
業者よりも高い価格で販売することができる。なぜならかれらは違う顧客階層へ接近する
からである。よく知られているひとつの例だが，村の商店主は通常かれらの商品をきわめ
て高い価格で売る。かれらの資本はきわめて小さく，その利澗は資本にたいして高率とは
いえ，額の上では小さく競争を引き起すほどのものではない。また金貸し業においても，
取引業務の規模が小さいほど，貸しつけ金に課せられる手数料は大きい。一度について数
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ボンド単位で金を貸しつける仕事にたずさわる者は，往々にしてきわめて高い利子率を手
に入れることができる。極端な事例をとりあげれば，行商人に金を貸して生計をたててい
る者が，ロンドンやパリや多分その他の所にもいるのである。金はしばしばその日のはじ
めに，果物等の購入のために貸しつけられ，販売活動の終るその日の終りに， 10パーセン
トの利潤つきで返還される。この商いには危険が少ないので，貸しつけられた金が返って
こないことはめったにない。1日10バーセントで投資された4分の1ペニー は， 1年の終り
には10億ボンドにもなるであろう。しかしこのようにして金を貸して金持ちになった者は
. 1人もいない。なぜなら誰もこんなかたちで多額の金を貸すことはできないからである。
その資本にたいする利潤は，ほぼすべてが，ごくわずかの資本家だけが手がける仕事の賃
金となる。
第3の例外は，収穫逓増の法則の影響から生じる。多くの産業では，大資本は，小資本
が手を出せない，大きな経済を利用することができる。そして大製造業者は小業者よりも
高い利潤を達成できる。これらの産業は，もしも実務的天才をもった人物がある大事業を
興し，その子孫が数世代にわたり，同様の天オを保持することができたとすれば，たちま
ちにして少数の豊かな企業の手中に集中されるであろう。しかし歴史をつぶさにみると三
代にもわたって卓越した天才によって管理された非公開企業にはごくわずかしか出会わな
い。事業に成功した者の息子たちや孫たちが，事業をつづけてゆくことができるだけの能
力と勤勉さとの珍れなる結びつきを保持していることは，めったにない。そして巨大な被
相続事業が，小事業ならうまく経営できたであろう人物によって，たちまちにしてつぶさ
れてしまった事例は沢山存在する。
いくつかの産業においては，大資本が比較的小さなライバルをその領域から完全に駆逐
してしまい，そののちは大資本間の競争が，利潤率をきわめて低くしてしまっている・。た
とえば圧延工業では，きまりきった仕事に還元できないような細目はごくわずかしか存在
しない。そこでそこに投資された 1,000,000ボンドの資本は， 1人の有能な人物によって
管理することができる。鉄鋼業のいくつかの部門では，平均して高くない率である， 20パ
ーセントの利潤率は，その種の工場の所有者に，年間 150,000ボンド以上の額になる経営
の稼得をもたらすであろう。そして鉄鋼業主たちは，ごくわずかの追加的努力で，追加資
本についての経営の稼得を得ることができるので，資産のある者は他の業種に比してより
永くこの業界にとどまっている。そして大鉄鋼業主たち相互の競争は，この業界の平均利
潤率を，通常の水準以下に押し下げたと言われている。
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§6. 正常な経営の稼得の法則．
さて経営の稼得が決定される方途に関する研究を要約する段階にきた。
747 
第1に，事業能力の需要に関して。大工の賃金がある都市において，時間あたり 8ペン
スであるか10ペンスであるかを述べる段と同じように経営の稼得のあるきまった市場価格
リストによってこの需要は測定されることはないというのは事実である。また，業の隆盛
の変動は，雇用者の所得にたいし，被雇用者のぞれよりも，より直接的に，より大きな影
響を及ぼすがゆえに，経営の稼得の変動が賃金のそれより大きいのは事実である。しかも
なお生産において，事業能力の援助にたいする需要は，基本的に，熟練労働の援助にたい
する需要と同種類のものである。たとえば，もしもある製造業者が， 400人の作業で，以前
500人でやっていたのと同じだけのものを生産できるように事業の運営法を改善できると
すれば，かれは自分の経営の稼得に， 100人の賃金に等しいものを追加取得するだろう。こ
のように，製造業者の経営の稼得は，かれの仕事が資本と勤労の総生産物に追加した価値
を示している。それは，被雇用労働者の賃金が，その労働にたいする有効需要に対応して
いるのとまったく同様に，生産におけるかれの労働の援助にたいする有効需要に対応して
いる。需要の法則は，あるものの交換価値がその最終使用価値，すなわちそれをまさにそ
れだけ購入しょうとしている者にとっての使用価値の尺度であり，この最終使用価値は，
そのものの供給が増加するにつれ，減少することを述べている。そのことは，どの種類の
熟練労働にもあてはまる。その供給が増加する毎に，それが行なう仕事の最終使用価値は
減少する傾向にあり，それゆえにまたその賃金を引き下げる傾向にある。そしてそれはど
の段階の事業能力にもあてはまる。その供給が増加する毎に，それが行なう仕事の最終使
用価値は減少する傾向にあり，したがってまたその経営の稼得を引下げる傾向がある。
第2に，事業能力の供給に関して。製造方法の改善によって，高い稼得を得た製造業者
の事例に戻ってみるならば，かれの成功は，他の人びとをしてかれの跡を追わしめること
になり，かれらの競争がかれの稼得を押し下げることが分かる。稼得がどこまで押し下げ
られるかは，その仕事をやることができる人の数に依存している。そしてその数は，一方
においてその仕事によって得られるであろう稼得に依存し，他方でその仕事の難しさに依
存している。このようにして天生の能力の数少なさと，その仕事に必要な特殊訓練の高価
さが，熟練労働の正常賃金を決定するさいに果すのと同じ役割を，正常な経営の稼得を決
定するさいにも果す。どちらのばあいにも，得られるはずの所得が上昇すれば，それを稼
得することができる者の供給を，増加させるような能力が作用しはじめ，またどちらのば
あいも，所得の一定の上昇によって供給が，どの程度増加するかは，供給源である人びと
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の社会的および経済的条件に依存している。
各種の事業能力の正常需要と正常供給を決定する条件が判明したとすれば，正常な経営
の稼得は，究極的に供給と需要を均等化するものと して決められる。かくして正常な経営
の稼得の法則は，熟練労働の正常賃金の法則に類似しており，また商品の正常価値の法則
に類似している19), そしてそれは一。
各種の事業能力の正常供給は，雇用領域が，この供給を喚起するために要求される経営
の稼得をちょうど与えるであろう供給である。そしてこのように決定された経営の稼得率
は，この種類の事業能力にとっての正常率である。
このようにして正常率を決定する条件は，地域により，時代により変動する。しかし事
業能力は場所的移転が容易であるため，正常な経営の稼得の地域間格差は，時代間に生ず
るそれに比して目立たない。
§7. それは稀少なる天与の能力の多額の「地代」をふくむ．
しかし正常な経営の稼得の法則と，熟練労働の正常賃金のそれとの間には，基本的な類
似性があるにもかかわらず'2つのばあいにはいくつかの重要な相違が存在する。第1に
事業家が入手する経営の稼得は，専門家の所得が，両親の社会的地位がかれにもたらす人
生の出発に依存するのと同じように，しかしそれよりはるかに大きく，かれが事業を始め
たさいの資本に依存する。そして自己資本を運用する事業家は，かれの稼得のうちに，借
入れ資本を運用するものが，なんらかのかたちで考慮せねばならない，人的危険にたいす
る保険に相当する額をふくんでいる。
第2に，事業家は自然淘汰の過程を通して，何百万もの競争相手のなかから選ばれる。
というのは多くの労働の雇用者は，英国のある地域では半分以上が，被雇用労働階層から
抜け出た者であるからである。特殊な天生の能力を有するすべての手工芸家は，管理者の
地位に昇る機会をもっており，また事実，事業の成功によって稼得できるであろう賞品の
候補者である。そしてこれらの経営の稼得の平均は高い。なぜなら一部には，雇用者階級
は，その階層に生れた有能な人物に加えて．，勤労のより低い階層から昇進した優秀な天生
の能力をもった多くの者をふくんでいるからである。教育に投資された資本の利潤が，専
門家の所得の特に重要な要因であるように，類稀れなる天生の能力の地代は，事業家の所
得における特に重要な要因である。
19)第2編第5章 §3.と比較せよ．
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ある国において，事業家が取得する経営の稼得の総額は，すべての経費と損失を除いた
後の総純所得から，自己資本総額にたいする利子を控除したものである。そして人的危険
にたいする保険のための引当がなされたのちにおいてさえ，この額は，確実に事業家の技
• 能や能力にたいし，きわめて高い賃金率をもたらす。しかしこの率は，一見したほどには
高くない。というのは，事業で資本を失なった者のために，大きな控除を行わねばならな
いからである。この人びとが消耗した労働の稼得は，かれらが失なった全資本とともに，
平均的な経営の稼得を出す前に，成功した者の経営の稼得から控除せねばならない。失敗
者は，たちまち姿を消し忘れ去られる。がその数はきわめて多い。アメリカにおいては，
事業に着手するものの 4分の3が，最初の5年の経過中に破産していると言われてい
る20)0 
§8. 利潤逓減の傾向．
熟練労働の供給は，末熟練労働のそれよりも，急速に増加しつつある。そして事業能力
の供給は，比較的低い種類の熟練労働のそれより急速に増加している。そこで生産におい
て程度の比較的低い労働の援助を求める，事業能力間の競争は激化しつつある。そしてそ
の結果として，一定の難しさの仕事をすることによって取得できる，経営の稼得 経営
の出来高稼得~ 事業の複雑さが絶えず高まっていき，さらにひとつ
の経営の下に，事業に投入することのできる資本額が絶えず増加してゆくことが，最高水
準の事業能力にたいし，以前では考えられなかったほどの大きな経営の稼得を与える機会
を事実として提供しつつある。しかし経営の稼得の総額は，投入資本量との比率ではかっ
てそうであったほど高くはない。そして事業の経営の稼得の，投入資本にたいする比率は，
平均して減少しつつあり，多分さらに減少しつづけるだろう。というのは教育の進歩は，
生産において被雇用労働の援助を求めて競争している事業能力の供給を急速に増加させ，
そしてこの競争が経営の稼得を，資本が増大してゆく早さについてゆくことを妨げるだろ
うからである。
正常利子率も下落してゆくようであり，また正常な経営の稼得の資本にたいする比率も
落ちてゆくようであるから，さらに利潤は利子と経営の稼得からなるがゆえに，正常な利
潤率も下落してゆきそうである。当面それは急速に落ちこむことはないだろうが，ある最
低水準で安定するだろう。しかしある種の振幅にしたがいつつ，それは次第にゆるやかに
20) Bowen, American Political Economy, ch. X. 
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なろうとも，いまと同じような性質をもった人びとによって世界が占められるかぎり，多
分ひきつづき下落してゆくであろう。
第13章正常価値と市場との関係
§1. 正常価値の理論の要約．
「ある商品を生産する者は誰でも，かれがそれにたいして手にすることができるであろ
う価格と，それを生産する経費とを計算し，これを基礎にして生産をどの程度増減するの
がかれ自身の利益になるかを決定する。もしも自由競争が存在すれば，かれの唯一の目標
が，生産数量を調整して，生産経費に等しい価格でちょうど売り払うことができるように
するかのごとく行動することが，かれにとって利益となる。」かくしてあるものの正常価
値は―その方へ市場価値は絶えず向っているのだが―—そfの生産経費と等しい。この生
産諸経費は，究極的には賃金と利潤に，というよりはむしろ稼得と利子とに還元される。
各生産経費がいかにして，それに対応する生産実質の要素である努力と節欲の尺度とな.... 
るかについてはすでに知っている。富の 100ポンド相当分をただちに消費するのを控えて
それを資本として利用されるように貯蓄することによって得られる利子は，実際には，一
定の時および一定の国においては，いつも固定されかつ均ーであることをみてきた。正常
利子率は，一方において，その時その国における，資本の利用機会に依存し，また他方に
おいて，資本の供給に依存する。この供給は数多くの原因にもとずいているが，その 1つ
はそれまでその国で一般的であった利子率である。
ある時ある国の末熟練労働の正常賃金は，一方においてその雇用機会に依存し，他方で..... 
その供給に依存する。その雇用機会は，一部はその国の自然資源に依存し，一部は生産に
おいて末熟練労働の援助を求めている，資本，熟練労働および事業能力の量に依存してい
る。労働の供給は，量および質にかんして，多くの原因に依存しているが，その主たるも
のは賃金率である。文明の1段階で贅沢品であるものが他の段階では必需品とみなされ，
またそのような変化が末熟練労働の正常賃金に影響を与えているのは確かである。しかし
文明のある一定局面においては，末熟練労働の正常な出来高賃金は，ほぼ一定である。
同じことは，専門職や支払いの対価として熟練した用役を提供する他のすべての者をふ
くむ，熟練労働の稼得は，一方において，雇用機会に依存し，他方でその供給に依存す．．．． 
る。そのために要求される教育の高価さと，天生の資質の数少なさとが，ある所与の賃金
率によって喚起されるであろう供給を決定する主たる条件である。したがってその供給は
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多くの点で，商品の正常供給の法則と類似の諸法則によって規定される。ある特定の度合
の困難さをもった熟練労働の正常賃金は，ゆるやかに変動するだろう。しかしどの時どの
所においても，それは国民の社会的およひ~経済的条件によって決定され，そしてそれは仕
事のうちにふくまれる努力の尺度であると言ってよいだろう。経営の稼得は，資本の管理
権を有する者によってのみ得られるという事実は，その正常価値が，実質的には熟練労働
の賃金と同じように決定されることをはばむものではない。正常な経営の稼得のうち，借
入れ資本で営業している人によって得られる部分は，かれの事業の困難さの尺度である。
同じような事業を，自己資本をもって運営している人は，それに加えて人的危険に相当す
る貨幣量を手に入れる。
かくしてあるものの生産実費はその正常な生産経費によって測かられる。もしもあるも
のを生産する困難さ，ないしその生産実費が生産量から独立しているなら，生産実費が生
産経費を決め，それゆえに正常価値を決定する。しかし生産量が増加すれば，生産実費は
収穫逓減の法則によって増加するか，ないしは収穫逓増のそれにしたがって減少する。こ
のようなばあいをふくめるために，正常価値の法則はつぎのように表現されなければなら
ない。「その商品の正常供給は，その正常な生産経費が，この量の需要を喚起するであろ
う価値に等しいものであり，またこのように決められる価格は正常価値である。」正常価
値はそれでも生産実費を測定するものであるが，単にそれのみによって決定されるのでは
ない。
〔§2. 自然変動における相互作用．〕
自然界では変動は通常相互作用をおよぼすというのは通則の1例である。たとえば人間
の肺の状態は，胸部の状態によって決まる，そして逆は逆というのはその通りではなく，
時には外部要因たる胸部の条件に従がい，肺と他の臓器は相互決定しあう。だから2つの
大きさの違うボールAとBが，水平な容器に放りこまれるとき， Aの位置がBの位置を決
めるとみなすことは正しくない。というのは，もしもAがどこにあるかが正確に分かれば，
ただちにBがどこにあるかを言うことができるのは確かであるが，もしもBがどこにある
かが分かれば， Aがどこにあるかを言うことができるのも同じく確かなのだからである。
AとBの位置は，引力の法則の作用によって，同時に決まる。
同じことは正常価値についてもあてはまる。あるものを生産する困難さが，生産される
量とは独立に固定されているような，例外的なばあいにおいては，生産実費が正常価値を
決めるというのは正しい。しかし一般には，あるものの生産実費は固定されておらず，生
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産される量とその正常価値とは，経済諸法則の作用の下，同時に決定されると考えるべき
である。
そこで， リカアドウが述べたように，生産実費のみが価値を決定するというのは不正確
である。しかし他の人びとがしたように，効用のみを価値の基盤とするのはこれに劣らず
不正確である。確実に妥当するのは，効用は常に価値のひとつの条件であり，また商品の
供給が固定されているばあいには，効用が価格を決めるということである。あらゆる商品
の価格は，その最終効用，すなわちまさにそれだけを購入しょうという気になっている者
にとっての使用価値の尺度であるはずだというのは正しい。しかしこの最終効用が価値を
決めるというのは正しくない。というのは最終効用自体が，需要法則にしたがいつっ販売
に供せられる商品量の変化にともなって，変化するものであるからである。この量，また
それゆえに商品の最終効用は，供給の環境と需要の環境との間の関係に依存する。〕
§3. 正常価値の理論は，市場価値のそれへの必須の序論である．
さていまや正常価値の理論から市場価値のそれに移らねばならない。正常な結果とは，
もしも競争が自由に作用し，またそれがもたらそうとしている諸効果があらわれるに必要
な時間が常にあるとすれば，その競争によってもたらされるであろう諸結果である。市場
の結果とは，われわれが生活している世界の錯綜した社会的および経済的諸力によって，
現実にもたらされる諸結果である。
以前に正常価値を，一本の木の正常な成長と比較した。今度はそれを，もしも妨害する
ような風もなく，海岸線の不規則さもないとすれば生じるであろう，正常な潮汐と比較し
てみよう。観察によって分かるのは風によって海面上へ引き上げられた波の表面は急速に
盛りあがりそして崩れてゆくということであり，また海岸線の不規則さは，潮の波を，ぁ
るところでは，大海のなかでの高さの10倍にもするということである。正常な潮の理論は
潮がたとえばプリストル海峡のある場所で最高どの辺までになるかを伝えはしない。それ
を知るためには，特殊状況を検討し，また風の影響や海岸の特徴などを考慮せねばならな
い。しかし他方において海の運動を説明するためには，まず最初にそのうちのどれが地域
的ないし一般的原因によるものであり，どれが月と太陽の引力の正常な影響によるものか
を解明しなければ，前へ進むことができない。そしてこれを行うためには，手始めに，妨
害する風も不規則な海岸もない世界において形成されるであろう潮汐について抽象理論を
つくらねばならない。
同じことが正常価値の理論に関してもあてはまる。その理論は，ある仕事の賃金がいく
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らになり，特定のある時におけるあるものの価格がいくらになるかについて，教えてくれ
ない。供給と需要の変動と，地域的な障害が，競争という流れの自由な動きをはばむ抵抗
を考慮しなければ，あるものの市場価値をみつけだすことはできない。しかし他方におい
て諸賃金，諸価格の説明を前進させようとすれば，まず最初にそのうちのどれが地域的な
いし一時的原因によるものであり，またどれが競争の正常な作用によるものであるかを解
明しなければならない。正常価値の理論は，市場価値のあらゆる類いの不規則性と不均等
性を解明してゆく出発点である。それは，賃金と価格という大きな波が， もしもすべての
人が注意深く将来を予測し，かれとその家族にとって最大の経済的利益を得るように慎重
に方針を決めるとすれば，どのように動くかを，教えてくれる。それは，人間の行動がい
かに因習，偏見，ないしは一般的に，富への欲求以外の諸動機によって修正されるかを検
討するさいに拠るべき適切な位置を指示してくれる。
そこでこの理論を，できるかぎり事実を説明するために適用することができる。この理
論で説明しえない諸事実は， 「光明をもたらす」事実であり，この理論をいかに修正・拡
張すべきかを示すものである。かくして経済学という科学は一歩一歩前進し，新しい事実
の探求と説明とに，理論をいろいろと適用し，新しい事実を，修正し，拡張し，強化した
理論に適用してゆく。
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